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新
し
い
時
代
を
築
く

「
宇
都
宮
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」

「
出
会
い・深
め
る
」「
繋
げ
る
」役
割
を
担
う

と
ち
ぎ
未
来
大
使  

柏
村  

祐
司

○新車導入をお考えの経営者様へ
（㈱CAREVO）
○捺印に必要なアイテムを持ち出せる「All in one MINI」
（㈱鈴印）
○ビジネス総合保険制度感染症補償特約
（東京海上日動火災保険㈱）
○栃木センタ講習のご案内
（コマツ教習所㈱栃木センタ）
○ドライミスト噴霧施工による環境表面殺菌サービス
（㈱カルテック）
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（㈱CAREVO）
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（コマツ教習所㈱栃木センタ）
○ドライミスト噴霧施工による環境表面殺菌サービス
（㈱カルテック）

15 商工会議所共済制度
11 統計で見る宇都宮2021

メンバーズパーク
18 商工会議所カレンダー
19 うつのみや歴史民俗紀行

23インフォメーション
20 知っておきたい事業承継のイロハ

8 商工会議所かわら版
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特集1  企業の発信

1 . 入居者同士が気軽に交流できるオープンスペース（15階）
2 . 雑談からビジネスの話になった時活用できるのが、
　随所に設置されたミーティングスペース
3 . さまざまな交流イベントも開催されるベンチャーカフェ東京も、
　CIC Tokyoの大きな魅力
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
影
響
は
、
長

引
く
に
つ
れ
て
深
刻
さ
を
増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
感
染
者
数
の
伸
び
の
鈍
化
や
ワ
ク
チ
ン

の
承
認
な
ど
、
明
る
い
ニュ
ー
ス
も
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ
た
ら
、
経
済
も
回
復
す
る

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
か
ら
準
備
を
し
て

い
か
な
く
て
は
」と
考
え
て
い
る
企
業
経
営
者
も

少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
人
々
の
生
活
だ
け
で
な
く
、

企
業
の
あ
り
方
や
働
き
方
も
大
き
く
変
わ
り
つつ

あ
り
ま
す
。
今
後
は
市
外
の
企
業
、
特
に
東
京

な
ど
大
都
市
圏
の
企
業
と
の
積
極
的
な
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
や
、
企
業
・
人
の
本
市
へ
の
呼
び
込
み
な

ど
に
、
新
た
な
経
済
活
動
が
芽
吹
く
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
宇
都
宮
市
の
企
業
と
東
京
圏
の
企
業
と

の
新
た
な
関
係
構
築
を
図
る
、
宇
都
宮
市
の
東
京
都

内
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

宇
都
宮
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

と
は
何
で
す
か
？

　
「
宇
都
宮
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は
、
宇
都
宮
市

が
東
京
都
に
設
置
し
た
交
流
・
活
動
拠
点
で
す
。

市
産
業
政
策
課
の
分
室
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
宇
都
宮
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

（
以
下「
U
S
O
」）の
黒
崎
泰
広
所
長
で
す
。

U
S
O
は
所
長
・
副
所
長
の
合
計
３
名
の
ス
タ
ッ
フ

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
副
所
長
２
名
は
兼

任
職
員
で
、
通
常
は
宇
都
宮
市
役
所
内
勤
務
の

た
め
、
常
勤
の
職
員
は
黒
崎
所
長
１
人
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
を
こ
な
す
多
忙
な
日
々
で
す
が
、

立
ち
上
げ
か
ら
関
与
し
て
き
た
黒
崎
所
長
に
と
っ

て
は
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
充
実
し
た
毎
日
と
の

こ
と
で
す
。

　

黒
崎
所
長
に
よ
れ
ば
、宇
都
宮
市
は
以
前
か
ら
、

県
外
拠
点
の
設
置
を
検
討
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
宇
都
宮
市
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂

げ
る
た
め
に
は
、
経
済
活
動
の
拡
大
が
必
要
で
す
。

東
京
圏
か
ら
人
や
企
業
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、
本

市
の
企
業
の『
稼
ぐ
力
』を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
を
考
え
る
と
東

京
に
拠
点
を
作
り
、
情
報
収
集
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
京
圏
の
人
や
企
業
に
向
け
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
市
内
企
業
と
東

京
圏
企
業
と
の
事
業
交
流
・
連
携
が
図
ら
れ
、
東

京
圏
企
業
の
本
市
へ
の
誘
致
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し

か
し
東
京
に
拠
点
が
な
け
れ
ば
、相
手
の
オ
フ
ィ
ス
、

い
わ
ば
ア
ウ
ェ
イ
の
状
態
で
プ
レ
ゼ
ン
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
の
拠
点
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」

　

ま
た
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
多
く
の
企

業
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本

社
機
能
の
分
散
や
移
転
を
行
う
ケ
ー
ス
も
、
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。「
新
し
い
働
き
方
」「
地
方
回
帰
」

な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
現
れ
て
い
る
現
在
、
拠
点
の
活
動

に
は
そ
れ
ら
へ
の
対
応
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

U
S
O
は

ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
？

　

U
S
O
が
業
務
を
開
始
し
た
の
は
、
昨
年
10
月

１
日
。
場
所
は
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
に
あ
る
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル「
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ワ
ー
」で
す
。

こ
の
ビ
ル
の
15
階
・
16
階
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ 

J
a
p
a
n

が「
Ｃ
Ｉ
Ｃ　

Ｔｏ
ｋｙ
ｏ
」を
10
月
に
開
設
し
ま
し

た
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｃ 

J
a
p
a
n
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
に
本
社
を
持
ち
、
世
界
各
国
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
事
業
を
展
開
し
て
い
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
・
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）の
日
本
法
人
で

す
。
ア
ジ
ア
初
の
C
I
C
と
い
う
こ
と
で
、
国
内

外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
、
大
学
な
ど
の
学
術

研
究
機
関
、
政
府
機
関
や
地
方
自
治
体
、
弁
護

士
や
弁
理
士
と
いっ
た
専
門
家
な
ど
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョン
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
々
か
ら
熱
い

視
線
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

黒
崎
所
長
は
Ｃ
Ｉ
Ｃ 

Ｔｏ
ｋｙ
ｏ
に
つ
い
て
、
こ

う
話
し
ま
す
。

　
「
Ｃ
Ｉ
Ｃ
は
1
9
9
9
年
創
立
で
、
約
20
年
の

歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
拠
点
も
ア
メ
リ
カ
国
内

外
の
７
都
市
に
設
置
・
運
営
し
て
お
り
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
企

業
で
す
。
そ
の
Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
初
め
て
ア
ジ
ア
に
持
っ
た

拠
点
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ 

T
o
k
y
o
で
す
。
現
在
も
入

居
者
を
募
集
し
て
お
り
、
最
終
的
に
約
2
5
0
の

企
業
や
団
体
、
行
政
機
関
な
ど
が
入
居
す
る
予

　

宇
都
宮
市
が
昨
年
10
月
に
東
京
都
に
開
設

し
た「
宇
都
宮
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」。
そ

の
活
動
内
容
と
、
市
内
企
業
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
を
特
集
し
ま
す
。
併
せ
て
、
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
当
所
事
業「
W
e
b
版
会

員
情
報
局
」も
ご
紹
介
し
ま
す
。

定
で
す
」

　

宇
都
宮
市
は
、
自
治
体
と
し
て
最
初
の
入
居
者

で
あ
る
た
め
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
「
Ｃ
Ｉ
Ｃ 
Ｔｏ
ｋｙ
ｏ
の
正
式
オ
ー
プ
ン
と
同
日
に

入
居
し
ま
し
た
。
当
日
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
東
京
都
の
小
池
百
合
子
知
事
も

出
席
さ
れ
、都
の
期
待
度
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

　

フ
ロ
ア
の
広
さ
は
、
2
フ
ロ
ア
合
計
で
約

6
0
0
0
㎡
で
日
本
最
大
規
模
で
す
。
内
部
に
は

入
居
者
の
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
だ
け
で
な
く
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
常
時
待

機
し
て
入
居
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

時
に
は
入
居
者
同
士
や
入
居
者
と
外
部
団
体
・
企

業
な
ど
と
の
交
流
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

等
、
世
界
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
集
積
拠
点
を
運
営
し

て
き
た
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
惜
し
み
な
く
投
入
さ

れ
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
的
に
み
て
も
最
高
級

の
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｃ
Ｉ
Ｃ　

Ｔｏ
ｋｙ
ｏ
内
に
あ
る『
ベ
ン
チ
ャ
ー
カ

フェ
東
京
』は
入
居
者
が
自
由
に
利
用
で
き
、
自
由

な
雰
囲
気
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
宇

都
宮
市
も
す
で
に
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た

が
、
非
常
に
好
評
で
し
た
」

U
S
O
の

主
な
活
動
内
容
は
？

　

活
動
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
大
き

く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

1
東
京
圏
の
人
や
企
業
に
対
す
る
本
市
の
魅
力

の
発
信
と
、
そ
れ
に
よ
る
新
た
な
関
係
構
築
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築
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宇
都
宮
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イ
ト
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フ
ィ
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」

「
出
会
い・深
め
る
」「
繋
げ
る
」役
割
を
担
う

1

  

企
業
の
発
信
力

特
集

宇都宮サテライ
トオフィスのある
CIC Tokyoの会
議室に座る黒崎
泰広所長



4 . 軽食をとりながら会話を弾ませることができる
　キッチンスペース
5 . 少人数での利用もできるコワーキングスペース

問合せ

宇都宮サテライトオフィス
東京都港区虎ノ門１丁目17番１号
虎ノ門ヒルズビジネスタワー15階 

ＣＩＣ Ｔｏｋｙｏ内

☎070-4167-0030
e-mail: 

utsunomiya.satellite
@gmail.com

宇都宮市産業政策課
☎028-632-2442

特集1  企業の発信

申込はコチラから
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問合せ

総務部
☎028-637-3131

　

当
所
で
は
会
員
の
皆
さ
ま
の
販
路
開
拓
を

支
援
す
る
た
め
の
新
し
い
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
す
。

　

そ
れ
は
、
会
報「
天
地
人
」で
会
員
の
皆
さ

ま
か
ら
の
提
供
情
報
を
ご
紹
介
す
る『
会
員
情

報
局
』を
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
天

地
人
に
専
用
サ
イ
ト「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
会
員
情
報

局
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
投
稿
す
る
と
、
本
サ
イ
ト
で
ご
紹
介
し
ま

す
。
特
に
独
自
性
や
新
規
性
の
高
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
会
報「
天
地
人
」で
の
紹
介
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
Ｐ
Ｒ
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

1 

投
稿
で
き
る
内
容

◎
自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
熱
意
を
持
っ

て
強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の

（
例
）

●

歓
送
迎
会
で
餃
子
満
喫
コ
ー
ス

●

生
地
を
お
客
さ
ま
の
希
望
サ
イ
ズ
に
仕
上

げ
る
カ
ッ
ト
加
工　

な
ど

2 

掲
載
さ
れ
る
媒
体

①「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
会
員
情
報
局
」に
掲
載
し
ま
す
！

　

投
稿
さ
れ
た
内
容
は「
W
E
B
版
会
員
情
報

局
」に
掲
載
し
ま
す
。

②
会
報「
天
地
人
」に
掲
載
さ
れ
る
場
合
も
！

　

新
規
性
や
独
自
性
の
高
い
も
の
は
、
会
報「
天

地
人
」に
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
！

※
掲
載
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3 

注
意
事
項

●

当
所
会
員
の
み
掲
載
可
能
で
す
。

●

公
序
良
俗
に
反
す
る
内
容
は
投
稿
お
よ
び
掲

載
は
で
き
ま
せ
ん
。

●

投
稿
さ
れ
た
内
容
は
、
会
報「
天
地
人
」に
転

載
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
投
稿
は
掲
載
を

約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

●

既
に
投
稿
済
み
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
は

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

●

投
稿
は
１
カ
月
に
つ
き
、
１
社
１
件
ま
で
可
能

で
す
。

●

投
稿
内
容
の
修
正
に
は
時
間
が
掛
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の
際
に
入
力
に

間
違
い
が
な
い
か
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●

原
則
と
し
て
掲
載
記
事
は
校
正
お
よ
び
削
除

し
ま
せ
ん
。

●

掲
載
時
期
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
３
営
業
日

後
を
目
安
に
掲
載
と
な
り
ま
す
。

4 

投
稿
の
ポ
イ
ン
ト

①
差
別
化
で
き
る
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
を

    

明
記
し
ま
し
ょ
う

　

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
に
は
、
同
種
の
も
の
と

の
差
別
化
が
効
果
的
で
す
。
自
社
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
が
ど
の
よ
う
に
優
れ
て
い
る
の
か
、
強
み
の
部

分
の
説
明
を
し
っ
か
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
は
、

価
格
や
技
術
力
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
お
客

さ
ま
に
向
け
て
作
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
の
か
、

そ
の
商
品
や
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で

ど
の
よ
う
な
効
果（
結
果
）が
生
ま
れ
る
の
か
な
ど

も
、
効
果
的
な
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

② 

画
像
は
必
須
！

　

 

動
画
が
あ
る
と
さ
ら
に
効
果
的

　

文
字
と
画
像
を
比
較
す
る
と
７
倍
、
画
像
と

動
画
で
は
５
０
０
０
倍
ほ
ど
情
報
量
に
差
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
、
ス
マ
ホ
で
も
キ
レ

イ
に
撮
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
画
像
が
入
る

こ
と
で
訴
求
力
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

動
画
を
掲
載
し
た
い
場
合
は
Y
o
u
Tu
b
e
等

の
サ
ー
ビ
ス
に
一
度
投
稿
し
て
か
ら
、
そ
の

U
R
L
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
投
稿
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

   

月
の
上
旬
が
ベ
ス
ト

　

投
稿
は
、
月
の
上
旬
が
ベ
ス
ト
で
す
。
会
報

「
天
地
人
」の
発
行
日（
毎
月
10
日
）や
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
の
配
信（
毎
月
5
日
・
20
日
）な
ど
の
関

係
か
ら
、
閲
覧
者
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
か
ら

で
す
。

5 

投
稿
方
法

　

こ
の
記
事
に
掲
載
し
て
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
と
り
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
投
稿
し
て
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
本
号
読
者
に
限
り
、
本
号
折
込
チ
ラ

シ
裏
面
の
申
込
用
紙
に
よ
る
投
稿
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
詳
細
は
本
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

2
市
内
企
業
と
東
京
圏
企
業
と
の
事

業
連
携
や
協
業
の
促
進
と
、
人
・

企
業
の
誘
致

　

黒
崎
所
長
は
1
を「
出
会
い
・
深
め

る
」事
業
、
2
を「
繋
げ
る
」事
業
と

位
置
づ
け
ま
す
。
で
は
、
そ
れ
ら
の
内

容
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

1
「
出
会
い
・
深
め
る
」事
業

●
個
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化

◎
Ｃ
Ｉ
Ｃ 

Ｔｏ
ｋｙ
ｏ
内
に
お
い
て
異

業
種
交
流
会
へ
の
参
加
や
、
入
居

企
業
へ
の
個
別
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施

し
ま
す
。

◎
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
知

識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
、
ま
た
多

種
多
様
な
企
業
・
人
と
の
豊
富
な

接
点
を
持
つ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
接
点
と

し
て
、
入
居
企
業
以
外
の
企
業
な

ど
と
の
新
た
な
関
係
構
築
を
行
い

ま
す
。

●
情
報
発
信
の
強
化

◎
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
や
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
通
じ
て
、

宇
都
宮
市
の
強
み
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
ど
に
つ

い
て
の
情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

2
「
繋
げ
る
」事
業

●
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
の
積
極
的
な
収
集

◎
東
京
圏
企
業
の
ニ
ー
ズ（
課
題
や
求
め
て
い
る

技
術
、
オ
フ
ィ
ス
環
境
な
ど
）や
シ
ー
ズ（
保
有

す
る
技
術
な
ど
）を
、
市
職
員
や
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
新
た
な
関
係
を
構
築
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
収
集
し
ま
す
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
実
現

◎
収
集
し
た
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
を
も
と
に
、
市
内

企
業
と
東
京
圏
企
業
と
の
事
業
連
携
や
協
業

を
実
現
し
ま
す
。
ま
た「
地
方
回
帰
」を
検
討

し
て
い
る
人
や
企
業
の
誘
致
を
促
進
し
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
や
企
業
の
誘
致
な
ど
の
活

動
に
は
、
市
職
員
だ
け
で
な
く
、
実
情
に
詳
し
く

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
専
門
家
の
協
力

が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
宇
都
宮
市
で
は
複
数
の
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
を
し
て
、
実
効

性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
「
お
か
げ
さ
ま
で
、
日
本
の
ト
ッ
プ
企
業
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
か
ら
訪
問
し
た
り
、

逆
に
来
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
好
反
応
の
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
す
黒
崎
所
長
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
活
動
に
制
限
が
あ
る
も
の
の
、

着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

U
S
O
を

活
用
す
る
方
法
は
？

　

期
待
の
高
ま
る
U
S
O
で
す
が
、
一
般
の
企
業

は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？

　
「
C
I
C
は
入
居
者
だ
け
が
利
用
で
き
ま
す

が
、
私
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
C
I
C
の
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
参
加
し
た
り
、
カ
フ
ェや
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
な

ど
共
有
ス
ペ
ー
ス
で
他
の
入
居
者
と
情
報
交
換
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
内
で
製
品
や
技
術
を
発
表
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
活
用
方
法
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
ぜ
ひ
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」

　

C
I
C 

T
o
ky
o
で
は
、
海
外
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
役
立
ち
そ
う
で
す
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
私
ど
も
が
蓄
積
し
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
も
提
供
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本

格
的
に
東
京
圏
に
出
て
い
な
か
っ
た
企
業
は
、
情

報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
も
可
能
な
限
り
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
」

　

U
S
O
に
常
勤
し
て
い
る
の
は
通
常
は
黒
崎
所

長
だ
け
な
の
で
、
昼
間
は
出
か
け
て
い
る
こ
と
も

多
い
そ
う
で
す
。
訪
問
す
る
際
は
事
前
ア
ポ
イ
ン

ト
メ
ン
ト
が
必
要
で
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
拡
大
も
難
し
い
時
期
で
す

が
、
だ
か
ら
こ
そ
U
S
O
の
役
割
も
大
き
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
る
日
も
決
し
て

遠
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
の
た
め
に
企
業

の
皆
さ
ん
は
準
備
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
の
お
力
に
な
れ
れ
ば
、
う
れ
し
い
で

す
ね
。
市
産
業
政
策
課
に
も
２
名
の
副
所
長
が
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
電
話
や
メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
」

本号折込チラシ

4

5

自
慢
の
商
品・サ
ー
ビ
ス
を
掲
載
す
る

「
W
E
B
版
会
員
情
報
局
」が
ス
タ
ー
ト

御
社
の
自
慢
の
商
品・サ
ー
ビ
ス
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
！

会員限定！
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特集2／ 雷様をめぐる民俗

と
ち
ぎ
未
来
大
使　

柏
村　

祐
司

　

近
年
、
宇
都
宮
市
を
雷
都
と
い
い
、
ま
た
、
宇

都
宮
商
工
会
議
所
で
は
、
市
内
で
作
ら
れ
る
逸

品
を
商
品
化
し
「
雷
都
物
語
」
と
し
て
販
売
に

努
め
て
い
る
。
雷
都
と
は
、
宇
都
宮
市
が
全
国
的

に
雷
が
多
い
所
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
で
あ
る
。

雷
の
発
生

～
夏
季
に
雷
が
多
い
訳
～

　

雷
の
発
生
回
数
を
夏
季
に
限
っ
て
言
え
ば
、
栃

木
県
は
最
も
多
く
、
宇
都
宮
市
は
県
庁
所
在
地

の
中
で
全
国
一
を
数
え
る
。
し
か
も
夏
季
の
雷

は
強
力
で
、
そ
の
上
に
突
風
や
降
雹
（
合
わ
せ
て

雹ひ
ょ
う
ら
ん嵐
と
い
い
、
氷
嵐
と
書
く
こ
と
も
あ
る
）
を
伴

う
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ら
が
極
め
て
印
象
深
い
と

こ
ろ
か
ら
雷

か
み
な
り
け
ん
県
と
か
雷
都
の
名
が
生
ま
れ
た
。

　

栃
木
県
が
夏
季
に
雷
が
多
い
の
は
、
北
西
部
に

高
山
が
連
な
り
、
そ
の
上
に
夏
季
の
強
い
日
射
を

受
け
、
か
つ
南
か
ら
の
風
と
に
よ
っ
て
山
沿
い
に
強

い
上
昇
気
流
が
起
き
る
か
ら
で
あ
る
。

雷
の
二
面
性

～
被
害
と
恵
み
も
た
ら
す
雷
～

　

落
雷
は
、
人
々
を
恐
怖
に
陥
れ
、
突
風
や
降

雹
は
、
時
に
被
害
を
も
た
ら
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
雷
は
厄
介
な
も
の
と
の
印
象
が
強
い
が
、
一

方
、
日
照
り
が
続
く
夏
季
の
雨
は
、
農
作
物
に
と

っ
て
恵
み
を
も
た
ら
す
慈
雨
と
な
る
。
宇
都
宮
あ

た
り
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
雨
の
恵
み
の

方
が
大
き
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
雷
神
は

作
神
だ
」
の
言
葉
が
聞
か
れ
る
。
雷
都
物
語
の

添
え
書
き
に
「
天
の
恵
み
が
生
み
出
し
た
雷
都
の

逸
品
」
と
あ
る
。
宇
都
宮
商
工
会
議
所
も
雷
は
、

恵
み
を
も
た
ら
す
神
様
と
意
識
し
て
い
た
。ま
た
、

雷
を
「
雷
さ
ま
」
と
敬
愛
や
親
し
み
を
込
め
て
い

っ
て
い
る
。
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
の
意

識
が
強
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

雷
発
生
時
に
お
け
る
落
雷
除
け

～
雷
県
な
ら
で
は
の
多
彩
な
風
習
～

　

夏
季
に
強
力
な
雷
が
発
生
す
る
栃
木
県
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
落
雷
除
け
の
風
習
が
伝
え
ら
れ
る
。

中
で
も
多
い
の
が
線
香
や
小
正
月
に
小
豆
粥
を
食

べ
る
際
に
用
い
た
粥
箸
な
ど
物
を
燃
や
す
、
蚊
帳

に
入
る
、
節
分
の
残
り
豆
を
食
べ
る
、
ク
ワ
バ
ラ

な
ど
と
唱
え
る
と
い
っ
た
風
習
で
あ
る
。
ま
た
、

線
香
を
燃
や
す
と
いっ
た
方
法
だ
け
で
は
な
く
、

線
香
を
燃
や
し
、
カ
ヤ
の
中
に
入
り
、
ク
ワ
バ
ラ
・

ク
ワ
バ
ラ
な
ど
と
唱
え
ご
と
を
い
う
等
い
く
つ
か
の

風
習
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
中
で
ク
ワ
バ
ラ
と
唱
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、

那
須
烏
山
市
に
「
雷
神
が
誤
っ
て
天
か
ら
桑
畑
に

落
ち
人
間
に
助
け
ら
れ
際
に
、
ク
ワ
バ
ラ
と
い
え

ば
落
雷
を
し
な
い
と
雷
神
が
約
束
し
た
こ
と
か

ら
、
雷
の
際
に
落
雷
除
け
に
ク
ワ
バ
ラ
と
い
う
よ

う
に
な
っ
た
」
と
の
話
が
伝
え
ら
れ
る
。

 

強
い
雷
の
予
測

～
フ
ジ
ニ
シ
と
サ
ン
バ
イ
～　

　

屋
外
で
農
作
業
な
ど
を
し
て
い
て
雷
に

あ
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
こ
の
時
に
、
ど

の
方
角
か
ら
や
っ
て
く
る
雷
が
強
い
の
か
、

的
確
な
判
断
を
即
座
に
す
る
こ
と
が
肝

心
で
あ
る
。
強
い
雷
の
予
測
に
つ
い
て
、

宇
都
宮
あ
た
り
か
ら
南
の
県
南
西
部
地

域
で
は
、
フ
ジ
ニ
シ
と
か
サ
ン
バ
イ
と
い
う

言
葉
が
聞
か
れ
る
。

　
フ
ジ
ニ
シ
と
は
、
富
士
山
が
見
え
る
西
の
方
向
、

つ
ま
り
南
西
方
向
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
方
向
か

ら
や
っ
て
く
る
雷
は
、「
強
力
で
雷
の
移
動
も
早
い

か
ら
気
を
つ
け
ろ
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

フ
ジ
ニ
シ
の
方
向
か
ら
や
っ
て
く
る
雷
雲
を
サ
ン
バ

イ
と
も
い
う
。
サ
ン
バ
イ
と
は
「
ご
飯
三
杯
」
の

こ
と
で
三
杯
食
べ
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
や
っ
て
く
る

と
も
、「
稲
三
把
」
の
こ
と
で
稲
三
把
刈
り
終
わ

ら
な
い
う
ち
に
や
って
く
る
と
も
い
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
強
力
な
雷
の
予
測
の
一
方
、
大
事
に

至
ら
な
い
雷
に
つ
い
て
の
予
測
も
聞
か
れ
る
。
宇

都
宮
市
東
部
か
ら
芳
賀
地
域
に
か
け
て
で
は
「
東

ラ
イ
サ
マ
と
女
の
腕
ま
く
り
は
怖
く
な
い
」
と
の

言
葉
が
聞
か
れ
る
。
東
ラ
イ
サ
マ
と
は
、
筑
波
山

方
面
に
発
生
し
た
雷
雲
を
い
い
、
そ
う
し
た
雷
雲

は
東
に
移
動
し
て
し
ま
う
の
で
大
事
に
は
至
ら
な

い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

格
は
低
い
が
親
し
み
あ
る
雷
神
社

～
地
域
の
暮
ら
し
に
密
着
～

　

戦
前
、全
国
の
神
社
は
、官
幣
社
と
か
国
幣
社・

県
社
・
郷
社
・
村
社
・
そ
れ
に
無
格
社
等
と
格
付

け
が
さ
れ
た
。
栃
木
県
内
に
は
、
二
百
社
を
超

え
る
雷
神
社
が
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
は
無
格
社
で
、

最
高
は
郷
社
で
那
須
烏
山
市
月
次
加
茂
神
社
が

唯
一
で
あ
る
。
村
社
で
さ
え
十
数
社
と
少
な
く
、

宇
都
宮
市
内
で
は
細
谷
の
雷
電
神
社
だ
け
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
雷
神
社
の
社
格
は
、
総
じ
て
低

か
っ
た
が
、
創
建
の
歴
史
が
新
し
く
、
小
集
落
で

祀
っ
た
も
の
が
多
く
、
氏
子
が
少
な
い
こ
と
が
理

由
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

上
砥
上
に
は
、
集
落
の
北
の
外
れ
に
雷
電
神
社

が
あ
る
。
今
で
も
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
三
回

ほ
ど
念
入
り
に
祭
り
が
実
施
さ
れ
る
。
参
加
者
は

十
人
程
で
あ
り
、
当
番
が
準
備
し
た
一
升
瓶
を

神
前
に
供
え
、
当
番
が
先
立
って
全
員
で
拝
礼
し
、

そ
の
後
、
同
じ
く
全
員
で
祠
の
ま
わ
り
を
セ
ン
ド
、

マ
ン
ド
と
唱
え
な
が
ら
回
る
。
終
わ
る
と
神
前
で

酒
肴
の
飲
食
と
な
る
。
セ
ン
ド
、マ
ン
ド
と
は
千
度
、

万
度
、
つ
ま
り
何
回
も
と
い
う
意
味
で
、
雷
電
神

社
へ
の
懸
命
な
祈
願
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

　

上
砥
上
で
は
、
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
主
要
な

農
作
物
と
し
て
陸
稲
、
麦
、
麻
、
夕
顔
（
干
瓢

の
原
材
料
）、
水
稲
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
い
ず

れ
も
落
雷
に
伴
う
雹
嵐
の
被
害
を
受
け
や
す
い
。

ま
た
、
水
源
の
浅
い
姿
川
は
、
日
照
り
に
水
量
を

減
じ
、日
照
り
の
害
に
悩
ま
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
災
害
を
除
け
て
く
れ
る
の
が
雷
電
神

社
で
あ
っ
た
。
社
殿
は
粗
末
で
、
氏
子
も
少
な
い

格
の
低
い
無
格
社
で
あ
っ
た
が
、
地
元
民
に
と
っ
て

は
、暮
ら
し
に
結
び
つい
た
大
事
な
神
社
で
あ
っ
た
。

雷
電
様
に
託
す

～
雹
嵐
よ
け
と
雨
乞
い
～

　

栃
木
県
は
、
雷
県
に
相
応
し
く
雷
神
信
仰
が

盛
ん
で
あ
る
。
県
内
に
は
二
百
社
を
超
え
る
雷
神

社
が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
雷
神
社
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
各
地
で
は
霊
験
あ
ら
た
か
な
雷
神
社
へ

の
信
仰
が
篤
い
。
な
か
で
も
群
馬
県
板
倉
雷
電

神
社
は
、思
川
流
域
の
人
々
か
ら
篤
く
信
仰
さ
れ
、

親
し
み
を
込
め
て
板
倉
の
雷
電
様
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
雷
電
神
社
を
信
仰
す
る
集
団
を
雷
電

講
と
い
う
。　

　

板
倉
雷
電
神
社
の
信
仰
の
中
心
は
、
雹
嵐
除

け
、
な
ら
び
に
雨
乞
い
で
あ
る
。
思
川
流
域
で
は
、

麻
、
夕
顔
、
大
麦
・
小
麦
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
い
ず
れ
も
全
国
有
数
の
生
産
量
を
誇
り
貴

重
な
現
金
収
入
源
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
麻
や
夕

顔
は
、
雹
嵐
の
被
害
に
あ
い
や
す
く
、
雹
嵐
除
け

信
仰
が
強
い
。
一
方
、思
川
水
系
は
水
源
が
浅
く
、

流
域
の
水
田
地
帯
で
は
梅
雨
時
に
十
分
な
雨
が

降
ら
な
い
と
日
照
り
の
害
に
あ
い
や
す
く
、
一
転

し
て
雷
電
神
社
へ
の
雨
乞
い
信
仰
が
盛
ん
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

市
内
幕
田
町
で
は
、
古
く
か
ら
板
倉
雷
電
神

社
へ
の
信
仰
が
篤
く
今
な
お
雷
電
講
が
存
続
す

る
。
幕
田
は
北
・
南
・
東
の
三
地
区
か
ら
な
る
が
、

現
在
で
も
北
と
南
で
は
雷
電
講
が
続
け
ら
れ
、

各
地
区
二
名
ず
つ
の
世
話
人
が
、
正
月
明
け
に
板

倉
雷
電
神
社
へ
参
拝
す
る
習
わ
し
と
な
っ
て
い
る
。

世
話
人
は
雹
嵐
除
け
等
の
祈
願
を
し
、
各
集
落

二
枚
ず
つ
お
札
を
受
け
、
帰
宅
後
に
地
区
内
の
そ

れ
ぞ
れ
二
カ
所
に
竹
竿
の
先
に
お
札
を
挟
み
立
て

る
。
お
か
げ
で
雷
様
の
被
害
が
少
な
い
と
い
う
。

　
平
出
の
雷
電
様

～
勇
壮
な
梵
天
上
げ
の
祭
り
～

　

平
出
の
平
出
神
社
は
、
通
称
、
平
出
の
雷
電

神
社
と
い
わ
れ
る
。
宇
都
宮
市
内
や
芳
賀
町
な

ど
の
梨
栽
培
農
家
や
稲
作
農
家
な
ど
か
ら
雹
嵐

除
け
や
雨
乞
い
信
仰
を
受
け
て
来
た
神
社
で
あ

る
。

　

七
月
下
旬
の
祭
礼
は
、
別
名
梵
天
祭
り
と
親

し
ま
れ
て
い
る
。
梵
天
を
屈
強
な
大
人
た
ち
が
担

ぎ
、
先
端
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
り
な
が
ら
参
道
を

行
き
つ
戻
り
つ
す
る
。
雷
神
を
祀
る
神
社
に
相
応

し
い
勇
壮
な
梵
天
の
奉
納
で
あ
る
。
二
、三
度
往

復
し
た
後
に
拝
殿
前
で
一
同
拝
礼
し
、
最
後
に
ご

神
木
に
梵
天
を
縛
り
付
け
奉
納
は
終
わ
り
と
な

る
。
そ
の
後
、
氏
子
た
ち
が
供
え
た
餅
や
菓
子

な
ど
が
ま
か
れ
る
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
う
。
雷
電
神
社
の
か
つ
て
に
ぎ
わ
い

を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　

雷
電
神
社
は
台
地
の
東
の
外
れ
に
あ
り
、
崖
下

に
霊
泉
が
あ
っ
た
。
日
照
り
に
は
多
く
の
農
民
が

お
水
借
り
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
台

地
上
に
住
宅
や
工
場
が
で
き
る
と
泉
の
水
が
枯
れ

て
し
ま
っ
た
。
今
で
は
昔
ほ
ど
の
参
拝
者
は
い
な
く

な
っ
た
と
い
う
が
、
代
わ
っ
て
電
気
関
係
者
の
落
雷

除
け
の
祈
願
・
参
拝
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
。
時

代
の
変
化
に
応
じ
信
仰
内
容
は
変
わ
る
。
雷
電

神
社
の
霊
験
健
在
な
り
と
いっ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

粥橋の先に小豆粥をつける

写真上／石の祠の雷電神社の回りを周回する氏子たち
写真下／板倉の雷電神社

梵天を激しく揺さぶりながら拝殿に向かう

特
集
2

集
落
内
に
突
き
立
て
ら
れ
た
雷
電
神
社
の
お
札



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます
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全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
で

「
女
性
起
業
家
大
賞
」を
募
集
中
！

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

吉
川
会
長
予
定
者
が
来
所

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

で
は
、
女
性
起
業
家
大
賞
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

女
性
起
業
家
大
賞
は
、
女
性
の
視

点
で
革
新
的
・
創
造
的
な
創
業
や
経

営
を
行
い
、
事
業
を
成
功
さ
せ
て
い

る
女
性
起
業
家
を
顕
彰
し
、
奨
励
・

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
２
０
０
２

年
に
創
設
さ
れ
た
顕
彰
制
度
で
す
。

　

対
象
は
、
創
業
10
年
未
満
の
女
性

経
営
者
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
応
募

可
能
で
す
。
な
お
、
最
優
秀
賞
は
日

本
商
工
会
議
所
会
頭
賞
で
表
彰
状
の

ほ
か
に
副
賞
20
万
円
が
授
与
さ
れ
ま

す
。

　

受
賞
者
は
、
新
聞
な
ど
の
マ
ス
コ

ミ
等
へ
広
報
周
知
し
ま
す
の
で
、
事

業
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
り
ま
す
。
女
性
起

業
家
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

（
女
性
部  

会
長  

今
井  

キ
ヨ
）

　

私
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
青
年
部

に
所
属
す
る
齋
藤
健
吾
は
、
令
和
３

年
４
月
〜
令
和
４
年
３
月
ま
で
の
１

年
間
を
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
に

出
向
し
、
委
員
長
職
を
拝
命
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
日
本
商
工
会
議
所

【
応
募
期
間
】

４
月
16
日（
金
）必
着

【
応
募
方
法
】

　

所
定
の「
応
募
申
込
書
」に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類

を
添
付
し
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所

女
性
部
宛
に
応
募
。

※
書
籍
、
電
子
媒
体（CD

-RO
M

）で

の
提
出
は
不
可
。

【
応
募
条
件
】

①
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
部
門

　

創
業
５
年
未
満

②
グ
ロ
ー
ス
部
門

　

創
業
５
年
以
上
10
年
未
満

青
年
部
の
吉
川
会
長
予
定
者

の
ほ
か
４
名
の
役
員
が
宇
都

宮
商
工
会
議
所
へ
表
敬
訪
問

に
お
越
し
く
だ
さ
り
、
当
所

専
務
理
事
、
常
務
理
事
、
理
事
、

事
務
局
長
並
び
に
担
当
部
役

職
者
と
当
所
青
年
部
会
長
が

同
席
す
る
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
よ
う
な
大
役
を

担
う
に
あ
た
り
、
宇
都
宮
の

名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
自
分

自
身
が
努
力
を
重
ね
な
が
ら

１
年
間
を
全
う
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
合

の
場
で
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の

応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

「
自
分
は
１
人
で
は
な
く
、
周

り
の
人
た
ち
の
力
を
借
り
て

も
い
い
の
か
」と
気
が
つ
く
と
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
軽
く
な
る
と

と
も
に
、
支
え
て
下
さ
る
人

た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
こ
み
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
始
ま

る
委
員
長
職
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

（
青
年
部  

運
営
専
務  

齋
藤  

健
吾
）

吉川会長予定者をはじめとする役員予定者と親会の皆さま

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
・
研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
感
染
防
止
策
の

一
つ
と
し
て
、
来
場
者
の
検
温
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
所
で
は
、
多
く
の
人
が

集
ま
る
行
事
を
開
催
す
る
際
に
、
ス

ム
ー
ズ
な
検
温
作
業
が
行
え
る
よ
う
、

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
の
貸
し
出
し
を
始

め
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
カ
メ
ラ
の
前
に
人

が
立
つ
と
、
瞬
時
に
そ
の
人
の
体
温

を
計
測
し
て
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
さ
れ
、

37
・
５
度
以
上
の
体
温
が
計
測
さ
れ

る
と
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
ま
す
。

　

現
在
、
当
所
入
口
に
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
来
所
の
際
に
は
、
ぜ

ひ
実
際
に
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
使
用
料
】

一
日
あ
た
り
税
込
価
格

◎
会
員　

 　

１
万
１
０
０
０
円

◎
非
会
員　

 

５
万
５
０
０
０
円

【
そ
の
他
】

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
の
使
用
は
、
原
則

と
し
て
屋
内
利
用
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ（
体
温
測
定
器
）の
貸
出

各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
、
イ
ベ
ン
ト
で

ご
活
用
く
だ
さ
い総

務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

年
会
費
の
お
支
払
い

年
会
費
口
座
振
替
日
の
お
知
ら
せ

　

令
和
3
年
度
の
宇
都
宮
商
工
会

議
所
の
年
会
費
は
4
月
30
日（
金
）

に
指
定
の
口
座
か
ら
振
替
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
銀
行
窓
口
等
で
お
支
払
い

の
方
に
は
、
後
日
納
付
書
を
送
付
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

で
、
領
収
書
の
発
行
を
新
た
に
希

望
さ
れ
る
方
は
、
総
務
部
の
会
員

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
領
収
書
の
発
行
を
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
同

様
に
発
行
し
ま
す
。

令和3年度
宇都宮商工会議所

年会費
口座振替日

4月30日（金）

会費納入フローチャート

YES

NO 後日納付書
を送付

総務部会員担当まで
ご連絡ください

YES

YES

NO

NO

支払方法は
口座振替

領収書が必要

昨年は
領収書を発行

手続きは不要

手続きは不要

1 事前相談
      （遵守事項や申請書類の説明）

 
2 使用申請書と同意書の提出

（事業等の内容が分かるパンフレットや資料を添付）
使用料の納付

3 使用許可書の発行

4 サーマルカメラの貸し出し

5 サーマルカメラの返却

使用申請の流れ

当所入口に設置しているサーマルカメラ



専 門 相 談

無料の専門相談をご利用ください
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■企業年金相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
	 改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 4月13日（火）		午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、	不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（隔月第3金曜日・要予約）
日　時	 4月16日（金）		午後１時３０分〜４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■オンラインテレワーク個別相談会（要予約）
日　時	 3月19日（金）　午前１０時〜午後4時
受　付	 午前８時３０分〜午後５時
内　容	 テレワーク導入の方法、導入に必要なこと、成功の秘訣、
	 ルール作り、セキュリティ対策、ソフトウエアほか
相談員	 総務省　テレワークマネージャー
問合せ	 経営支援部

■働き方改革相談窓口（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

■オンライン経営相談（毎週	月・水・金・要予約）
日　時	 月・水・金	（午前10時〜午後4時	相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから申込
内　容	 資金繰り、小規模事業者持続化補助金、ものづくり補助金、
	 IT導入補助金、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

相談
無料

経営の先行きに不安を
感じたらご相談ください！

中小企業再生支援協議会

　中小企業再生支援協議会は、中小企業の再生に向け
た取り組みを支援するため都道府県ごとに設置されて
いる公正中立な公的機関です。
　事業の収益性はあるものの、財務上の問題を抱えて
いる中小企業を対象に、きめ細かい経営相談・再生支
援を行います。

栃木県中小企業再生支援協議会
（栃木県産業会館7Ｆ）
☎028-610-4110
https://www.tochigi-saiseishien.jp

問合せ

専任アドバイザーによる窓口相談
●財務諸表等により現状分析
●支援施策の紹介
●企業再生の可能性の検討

第一次対応

専門家チームが再生計画の策定を支援
●再生手法の検討→再生計画の策定
●債権者間調整～合意

第二次対応

企業再生
※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会を
紹介されることもあります。

◎事業自体は円滑に行われているが、過去の投資等による
借入金の返済負担等で、資金繰りが悪化している場合

◎事業存続の見通しはあるものの、事業見直しや金融機関
との調整が必要な場合

◎災害により、被害を受けた場合

再生計画スタート
●再生計画の進捗状況をサポート

再生計画を策定して金融機関との調整が必要な場合

ただし再生計画策定において必要に応じてご負担いただく場合があります。

このような
ケースに
当てはまる

企業が対象です

相談費用 相談無料

ご相談内容は守秘義務により厳重に保護します。守秘義務

ホームページを開設しました。ご相談は事前に電話またはホームページ内
メールフォームでのご予約をお願いします。
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◎人口ランキング

鶴田町　　　　　　　　　　　　
駒生町　　　　　　　　　　　　
石井町　　　　　　　　　　　　
中岡本町　　　　　　　　　　　
平松本町　　　　　　　　　　　
下岡本町
御幸ケ原町　　　　　　　　　　
下栗町　　　　　　　　　　　　
西川田町　　　　　　　　　　　
宝木本町　　　　　　　　　　　

町名 人口（人）男性（人）女性（人）世帯数（世帯）
22,809

11,249

10,406

10,203

9,709

9,619

8,707

8,004

7,439

7,350

11,316

5,455

5,306

5,091

4,984

4,901

4,457

4,079

3,679

                          3,644

11,493

5,794

5,100

5,112

4,725

4,718

4,250

3,925

3,760

3,706

10,226

4,934

4,821

3,872

4,750

4,251

4,018

3,462

3,198

2,964

行政区域
姿川
城山
平石
河内
横川
河内
豊郷
横川
姿川
国本

資料：「宇都宮市統計データバンク」町丁別人口（令和元年12月末日現在）

地
理・気
象

人
　口

◎日本の中の宇都宮

◎国籍別外国人登録人口

◎人口、世帯数の推移
550,000

500,000

450,000

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

篠井 上河内

河内

姿
川

平
石

横
川

陽
南

清
原

瑞
穂
野

本庁

雀宮

豊郷宝木
城山
国本

富屋

出典：国土交通省国土地理院「令和元年全国都道府県市区町村別面積調」

出典：宇都宮統計データバンク「総合統計」   

出典：「宇都宮市統計データバンク」宇都宮市、クリエイティブ・コモンズ・ライセンス表示2.1（平成30年12月末日現在）

※平成２０年以降は、合併した旧上河内町、旧河内町の数値を含む。

宇都宮の広がり
東西 23.97km
南北 29.53km

宇都宮市の位置
東端 東経 140度00分38秒 （氷室町）
西端 東経 139度44分34秒 （古賀志町）
南端 北緯   36度27分50秒 （茂原町）
北端 北緯   36度43分48秒 （宮山田町）

（人）

（人）
（
国
籍
）

男性
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◎気象
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出典：気象庁ホームページ

降水量（mm） 平均気温（°C）

◎5歳階級別人口 出典：宇都宮市統計データバンク「人口」
 （令和２年3月末日現在）
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面積：416.85km2
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2,564

1,461

28

299

1,561

4,184

7,520

12,035

16,249

16,060

14,753

15,758

18,312

22,540

20,382

18,189

16,217

15,210

13,462

12,401

12,398

11,974

11,068

190

1,227

3,996

7,749

10,378

14,376

18,009 

17,237 

14,684

15,021 

17,331

20,695 

18,913 

16,466 
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12,327 

11,372 

11,845 
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11,368 

10,417 
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23.5 
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99.5 

170.5 

11.4 136.0 

18.7 

326.5 

22.5 
237.5 

23.3 

28.2 

42.5 

108.5 

23.5 

125.0 

16.1 

11.0 

11.5 

0.0 

5.0 

5.0 

降水量
月別平均気温

65,212

127,808 156,415

167,494

182,429

205,303 210,482

216,079

218,525 217,977

217,419

44,914

99,399

143,340

227,153

265,696

344,420
405,375

426,795

435,357

443,808
457,673

507,833

511,739

515,341

516,531

518,594

519,283

25,000
（人）

25,00015,000 15,0005,000 5,000

220,348

519,731

222,990

520,407

225,412 227,190

520,157 519,223

統計で見る宇都宮 2021
わたしたちのまち「宇都宮」の姿を再認識していただけるよう、
基本的な統計をわかりやすくまとめました。
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■流入通学者
■流入就業者
■地元就業者
■地元通学者

■流出就業者
■流出通学者

人
　口

※平成16年、18年の数値は、旧上河内町、旧河内町を含む。

※旧上河内町、旧河内町を組み入れている。    
※他市区町村への流出の総数は、流出先の市町村不詳を含む。  

経
　済

事業所数 ◎産業分類別構成の推移

第3次
産 業

第2次
産 業

第1次
産 業

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

従業者数

平成18年

◎15歳以上の流入・流出状況 ◎昼間・夜間人口
350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

-50,000

-100,000

600,000

580,000

560,000

540,000

520,000

500,000

480,000

460,000

440,000

420,000

400,000

平成12年

平成18年

出典：宇都宮市統計データバンク「総合統計」

出典：宇都宮市「宇都宮市統計書」 出典：宇都宮市「宇都宮市統計書」   
※15歳未満の者、労働力状態不詳の者、就業地・通学地が不詳で宇都宮市に常住している者を含む。
※旧上河内町、旧河内町を組み入れている。   

平成28年 総数：21,906事業所 平成28年 総数：241，408人

出典：宇都宮市統計データバンク「工業統計調査」
※従業員４人以上の事業所

工
　業

◎工業団地の概況

◎誘致企業と地元企業の割合

◎事業所数・従業者数・製造品出荷額等
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11,298 
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26 
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20 
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6 

73 

17 

61 

18 

10 

16 

12 

24 

15 

食料品
飲料・たばこ・飼料
繊維工業品
木材・木製品
家具・装備品
パルプ・紙・紙加工品
印刷・同関連産業
化学工業
石油・石炭製品
プラスチック製品
ゴム製品
なめし革・同製品・毛皮
窯業・土石製品
鉄鋼業
非鉄金属
金属製品
はん用機械器具
生産用機械器具
業務用機械器具
電子部品・デバイス・電子回路
電気機械器具
情報通信機械器具
輸送用機械器具
その他

宇都宮工業団地
年
次

63 

62 

61 

59 

61 

H

H

H

H

H

22

24

25

26

29

5,952 

5,439 

5,184 

5,342 

5,507 

445,979 

263,679 

281,010 

280,396 

276,340 

瑞穂野工業団地 産業中分類

総　数

事業所数 従業者数
（人）

製造品出荷額等
（百万円）

年
次

47 

45 

47 

47 

46 

H

H

H

H

H

22

24

25

26

29

1,277 

837 

1,148 

1,153 

1,156 

17,425 

14,682 

17,998 

19,604 

20,141 

河内工業団地
年
次

15 

12 

11 

11 

11 

H

H

H

H

H

22

24

25

26

29

1,446 

1,100 

1,024 

1,225 

1,633 

50,684 

39,938 

39,320 

42,593 

66,098 

河内中小工場団地
年
次

11 

10 

9 

9 

7 

H

H

H

H

H

22

24

25

26

29

205 

221 

179 

172 

148 

3,784 

2,506 

2,272 

2,300 

2,285 

清原工業団地
年
次

39 

42 

39 

38 

39 

H

H

H

H

H
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24

25

26

29

10,489 

9,580 

9,494 

9,680 

10,707 

1,008,079 

895,236 

1,184,467 

1,302,161 

1,416,810 

… 事業所数
… 従業者数（人）
… 製造品出荷額等
　（百万円）

520

2,122,209

85%

56%

89

1,689,468

15

44

609

3,811,677

地元企業

事業所数

製造品出荷額等 （百万円）

構成比（%） 構成比（%） 誘致企業 合　　計

出典：宇都宮市統計データバンク「工業統計調査」　※従業員４人以上の事業所　※平成２９年度から基準日が６月１日に変更されている。     

520 33,337 2,120,344

（各年１２月末日現在）

（各年10月1日現在）

（平成29年12月末日現在）

平成29年12月31日現在

出典：宇都宮市統計データバンク
「工業統計調査」
※従業員4人以上の事業所
※平成２９年度から基準日が
　６月１日に変更されている。    
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出典：宇都宮市データバンク「総合統計」

※旧宇都宮市、旧上河内町、旧河内町を合算

◎名目経済成長率の推移
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（人）

（人） （人）

（人）

28年

-0.7
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商
　業

事業所数（店）項　目
業　種

従業者数（人） 年間販売額（百万円）

◎卸売業の状況

1,386 
169 
156 
141 
131 
130 

78 
81 
49 
50 

401 

1,555 
170 
202 
157 
167 
131 

83 
110 

46 
52 

437 

H26　　　H28　
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↓
↑
↑

14,205 
1,785 
1,529 
1,220 
1,464 
2,023 
1,352 
1,156 

326 
373 

2,977 

15,643 
2,005 
1,675 
1,271 
1,409 
2,273 
1,262 
1,382 

279 
499 

3,588 

H26　　　H28　
↑
↑
↑
↑
↓
↑
↓
↑
↓
↑
↑

1,434,238 
189,091 
105,189 
101,707 
183,647 
294,776 
149,396 
152,187 

8,074 
24,487 

225,684 

1,913,832 
195,672 
154,415 
104,676 
193,298 
337,944 
166,533 
401,562 

7,741 
39,358 

312,632 

H26　　　H28　
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↓
↑
↑

卸 売 業 計
食 料 ・ 飲 料
産 業 機 械 器 具
建 築 材 料
電 気 機 械 器 具
農 畜 産 物・水 産 物
医 薬 品・化 粧 品 等
自 動 車
衣 服・身 の 回 り 品
家 具・建 具・什 器 等
そ の 他 の 卸 売 業

事業所数（店）項　目
業　種

従業者数（人） 年間販売額（百万円）

◎小売業の状況

3,060 
511 
811 
314 

50 
139 
283 
187 
197 

11 
557 

3,239 
565 
853 
358 

54 
138 
322 
194 
186 

10 
559 

H26　　　H28　
↑
↑
↑
↑
↑
↓
↑
↑
↓
↓
↑

25,930 
2,523 
8,898 
2,391 

354 
1,054 
1,414 
1,250 
2,008 
2,487 
3,551 

28,732 
2,913 

10,459 
3,269 

361 
919 

1,914 
1,377 
1,945 
2,133 
3,442 

H26　　　H28　
↑
↑
↑
↑
↑
↓
↑
↑
↓
↓
↓

605,982 
38,014 

129,729 
77,261 

7,214 
42,704 
34,346 
74,763 
25,672 
99,593 
76,684 

700,595 
47,908 

154,858 
137,343 

7,875 
37,084 
45,280 
69,952 
27,053 

102,764 
70,481 

H26　　　H28　
↑
↑
↑
↑
↑
↓
↑
↓
↑
↑
↓

小 売 業 計
織物・衣服・靴・身の回り品
飲 食 料 品
自 動 車 ・ 自 転 車
家 具 ・ 建 具 ・ 畳
機 械 器 具
医 薬 品 ・ 化 粧 品
燃 料
書籍･文具・スポーツ玩具・楽器・娯楽
百貨店・総合スーパー
そ の 他 の 小 売 業

出典：宇都宮市統計データバンク「総合統計」

◎店舗数・売場面積の推移

資料提供：宇都宮商工会議所 地域振興部

総面積　　  店舗数

平成27年 28年 29年 30年

150店

125店

100店

75店

50店

25店

0店

660,000㎡

655,000㎡

650,000㎡

645,000㎡

640,000㎡

635,000㎡

630,000㎡

出典：栃木県産業労働観光部経営支援課「平成26年度地域購買動向調査報告」      

出典：宇都宮市統計データバンク「総合統計」      
出典：栃木県産業労働観光部経営支援課「平成26年度地域購買動向調査報告」      

◎地元購買率の推移

※小数点第二位を四捨五入　※旧河内町、上河内町を除く
*1 地元購買率から100％を差し引いたもの　*2宇都宮市の人口に地元購買率を乗じたもの

年　度 平成6年 平成11年 平成16年 平成21年 平成26年

地元購買率(%) 

流出率*1(%) 

人口（人） 

吸収人口*2（人） 

97.5

2.5

434,376

423,517

96.5

3.5

443,297

427,782

98.1
1.9

450,384
441,827

97.4

2.6

460,637

448,871

97.2

2.8

473,962

460,459

21年

192,974

453

24年

212,938

21年

18,806

3,400

44

24年

20,088

3,679

74

26年

18,593

431,965

408,597 

463,358 

439,539 

492,400 

464,335 

510,092 

476,164 

520,239 

487,164 

529,965 

499,367 

535,317 

511,739 

537,708 

518,594 

3,463

75

19,318

3,482

75

58,430 56,672

777

26年

184,966

51,177

784

209,226

50,598

887

◎消費者物価指数

26年 27年 30年平成25年

全　国
宇都宮

宇都宮市　　　栃木県　　　国

昼間人口　　　夜間人口

（平成27年=100）

出典：総務省統計局「2015年基準消費者物価指数」  
29年

98.9

100.0

100.0

99.2

96.6

95.7

28年

99.7

99.9

令和元年

99.9

100.4

100.4

101.3

100.9 101.1

101.8 101.8

28年

18,569

3,258

79

17年 22年 27年

28年

191,660

48,949
799

14,233

24,156 

63,782

207,625 

-41,526 

-4,151 

12,912

20,581

67,467

198,311

-45,895 

-4,255 

11,158

16,413

63,888

182,134

-47,575 

-4,408 

10,999

16,452 

64,656

177,346

-51,861 

-5,200 

2年

200,000

150,000

100,000

50,000

0

平成15年

◎通行量ベスト5

◎中心部通行量の推移

休

　日

平

　日

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

通行人（人） 前回（人）

通行人（人） 前回比（%）

調　査　地　点

休　日
年 度

平　日

13,614

10,689

7,712

6,405

5,416

14,143

7,918

5,777

5,648

5,127

12,658

9,930

8,134

7,421

6,092

12,806

7,349

6,015

3,429

5,915

109,902

80,018

82,162

61,788

55,025

62,853

68,756

53,957

55,224

54,173

76.7

72.8

102.7

75.2

89.1

114.2

109.4

78.5

102.3

98.1

通行人（人） 前回比（%）
83,234

72,618

69,823

59,310

60,961

63,720

58,688

50,738

51,840

53,672

89.8

87.2

96.2

84.9

102.8

104.5

92.1

86.5

102.2

103.5

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

ＪＲ宇都宮駅東西自由通路(ＪＲ宇都宮駅庁舎２階 東)

オリオンスクエア前(オリオン通り：江野町 中央)

長瀬文具店前(オリオン通り：曲師町 西)

オリオンACぷらざ前(オリオン通り：江野町 西)

長谷川時計店前（オリオン通り：曲師町 東）

ＪＲ宇都宮駅東西自由通路（ＪＲ宇都宮駅庁舎２階 東）

オリオンスクエア前（オリオン通り：江野町 中央）

長瀬文具店前（オリオン通り：曲師町 西）

駅東口大通り（JR宇都宮駅庁舎東口）

オリオンACぷらざ前（オリオン通り：江野町 西）

H
H
H
H
H
H
H
H
H
R

15
17
19
21
22
23
25
27
29
1

（人）

資料： 出典：宇都宮市「令和元年度商店街通行量実態調査」

出典：宇都宮市「令和元年度商店街通行量実態調査」

※７月に実施。（平成13年度は12月に実施）
※掲載データは調査実施地点１７箇所のもの

※休日は令和元年７月28日実施、平日は令和元年７月29日実施

休日　　 平日

17年 19年 21年 22年 23年 25年 27年 29年

109,902

83,234
72,618

69,823
59,310

60,961 63,720

58,688

80,018 82,162

61,788

55,025
62,853

68,756

50,738

53,957 55,224

51,840

124店
126店128店 128店

644,323

653,173 653,862
651,022

令和元年

127店

645,494

市町村 人口（人） 吸収率（%）

◎宇都宮市の商圏

市町村 人口（人） 吸収率（%） 市町村 人口（人） 吸収率（%）

※商圏とは，買い物に来る割合（吸収率）が10％以上になる範囲   
※旧市町ごとに調査実施   
宇都宮市・上河内町・河内町→宇都宮市、鹿沼市・粟野町→鹿沼市、日光市・今市市・足尾町・藤原町→日光市、氏家町・喜連川町→さくら市、
南那須町・烏山町→那須烏山市 、南河内町・石橋町・国分寺町→下野市、真岡市・二宮町→真岡市、小川町・馬頭町→那珂川町、西方町→栃木市

吸収人口（人）

宇都宮市

上河内町

河内町

芳賀町

上三川町

高根沢町

石橋町

壬生町

市貝町

南那須町

烏山町

氏家町

茂木町

鹿沼市

総　数

473,962

10,011

35,374

16,159

31,371

30,141

21,215

39,968

12,190

11,779

16,867

33,473

14,364

91,901

838,775

460,459

5,138

26,911

9,647

20,774

14,798

9,893

15,219

6,106

4,560

5,729

11,356

4,525

28,885

624,000

97.2

51.3

76.1

59.7

66.2

49.1

46.6

38.1

50.1

38.7

34.0

33.9

31.5

31.4

74.4

第１次商圏(吸収率30％以上)
吸収人口（人）

塩谷町

真岡市

益子町

南河内町

粟野町

今市市

二宮町

藤原町

喜連川町

総数

12,313

65,437

24,385

20,379

9,145

60,635

15,833

9,270

10,850

228,247

3,578

18,544

6,763

5,213

2,336

15,245

3,965

2,102

2,245

59,991

29.1

28.3

27.7

25.6

25.5

25.1

25.0

22.7

20.7

26.3

第２次商圏(吸収率20％以上30％未満）   
吸収人口（人）

馬頭町

国分寺町

西方町

日光市

小川町

矢板市

足尾町

総　数

11,664

18,589

6,512

13,972

6,451

34,186

2,342

93,716

2,176

3,399

1,109

2,365

1,092

5,592

239

15,972

18.7

18.3

17.0

16.9

16.9

16.4

10.2

17.0

第３次商圏（吸収率10％以上20％未満）

令和元年

54.173

53,672 

令和2年

130店

657.371
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商工会議所共済制度

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

労
　働

◎労働力需給状況
220,000

200,000

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000
平成26年 27年

2.2

2

1.8

1.6

1.4

1.2

1

0.8

0.6

0.4

0.2

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

平成
26年

令和
元年

27年 28年 29年

◎栃木県最低賃金の推移 ◎新規学校卒業者初任給

男子 女子

高校卒

性　別

学　歴

男子 女子

短大卒

男子 女子

大学卒

181

175

186

178

169

186

174

186

177

181

177

167

191

173

185

197

205

180

169

200

180

187

184

189

188

175

200

173

219

218

222

207

205

194

202

229

205

213

201

194

–      

204

専門・技術職

事 務 職

販 売 職

サービス職

保 安 職

運 輸 職

技能工・製造職

（人）

（年度）

（円） （倍）

出典：ハローワーク宇都宮
　　 「業務月報」   

出典：ハローワーク宇都宮
「ハローワーク情報
≪求人・求職・賃金情報≫」出典：栃木労働局

※ハローワーク宇都宮管内における常用労働者として採用された
　平成31(2019)年3月卒業の新規学卒者の 初任給の平均値。
　（基本給・定期的に支払われる手当を含み、賞与・時間外手当等を含まない）

※有効求人数、有効求職者数は、各年度の月間有効求人数及び月間
　有効求職者数の合計

有効求人数　　  有効求職者数　　  有効求人倍率

最低賃金（1時間）

※特定最低賃金が適用されないす
べての労働者に適用される。(一
般労働者の他、臨時、パート、アル
バイト等にも適用。効力発生日:
令和元年10月1日)

（乗車数）

（単位:千円）

30年

◎倒産状況
250

200

150

100

50

0

◎負債総額
450000

400000

350000

300000

250000

200000

150000

100000

50000

0

（件数）（百万円）

栃木県　　  宇都宮市

出典：（株）東京商工リサーチ出典：（株）東京商工リサーチ

平成26年 27年

金
　融

◎金利の動向
3

2.5

2

1.5

1

0.5

0
平成25年

10月
26年
1月

26年
2月

26年
7月

26年
12月

27年
1月

27年
2月

27年
9月

28年
2月

28年
3月

28年
7月

28年
8月

（％）

長期プライムレート
基準貸付利率（旧公定歩合）

出典：日本銀行

28年 29年 30年 29年
7月

令和元年
7月

交
通・運
輸

◎各駅乗車客数の推移◎自動車保有台数 出典：東日本旅客鉄道(株)ホームページ  
資料提供：東武鉄道(株)鉄道事業本部 営業統括本部 営業部 北関東営業支社

出典：関東運輸局 栃木運輸局    
※普通貨物車の台数は普通貨物車と被けん引車の台数の合計を記載      

ＪＲ宇都宮駅　　  ＪＲ雀宮駅　　  東武鉄道宇都宮駅　　 東武鉄道江曽島駅

◎餃子1世帯当たり年間支出金額及びランキング

 出典：総務省統計局「家計調査結果」
※ 都市階級・地方・都道府県庁所在市別１世帯当たりの品目別支出金額、購入数量

観
　光

1,500

1,125

750

375

0

（万人）

出典：宇都宮市「宇都宮市観光動態調査」
27年 28年 29年 30年

◎入込客数・宿泊客数・外国人宿泊者数

出典：宇都宮市「宇都宮市観光動態調査」

◎観光消費額

10,000,000

9,000,000

8,000,000

7,000,000

6,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

（万人）

平成23年 25年24年 26年

6,110,000

6,083,000

7,607,000
7,918,000

8,480,000

27年 28年 29年

8,719,000

9,022,000

6 7 8 8 8

平成26年30年

9,118,000

出典：栃木県「栃木県観光客入込数・宿泊数　推定調査結果」大谷寺・大谷資料館・平和観音入込数

◎大谷地区　観光施設入込数

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

（千人）

平成25年 26年 27年 28年 29年 30年

1,417 1,470 1,483 1,498 1,512

152 152 156 159 161

年　度

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

令和元年

令和2年

浜松

浜松

宇都宮

浜松

宇都宮

浜松

4,646円

4,818円

4,258円

3,501円

4,359円

3,766円

3,981円

4,651円

3,582円

3,242円

3,506円

3,693円

2,711円

2,895円

3,091円

3,107円

2,790円

3,670円

2,542円

2,869円

3,041円

2,989円

2,560円

3,132円

2,501円

2,753円

2,855円

2,586円

2,463円

2,776円

宇都宮

宇都宮

浜松

宇都宮

浜松

宇都宮

宮崎

宮崎

堺

宮崎

京都

宮崎

京都

京都

京都

京都

東京都区部

京都

大津

大津

宮崎

大阪

神戸

大津

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

入込客数　　  宿泊者数　　  外国人宿泊者数

257

389

488

626

706
776

2年
8月

令和元年

7

1,476

161

令和元年

758

2年

854

16,380

733

28年 29年

127,768

1.22

155,472

751 775

1.29

158,583 

115,134

1.46

168,390

122,488 

800

112,411

1.58

177,851
826

21,832
19,567

30,784

19,511 
16,492

0.30.3 0.3 0.30.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

1.00 0.95 0.901.2

1.25

1.2 1.15

1.10 1.05 1.10

0.3

0.95

0.3

1.15
115

31

116

31

平成25年 26年

152

50

27年

137

55

28年

1.00

0.3

115

35

103

35

29年 30年

16,900

2,799 

6,901 
4,641

6,271

（年度）

平成27年

28年

29年

30年

230,000 240,000 250,000 260,000 270,000 280,000 290,000

（台数）

平成27年

28年

29年

30年

乗用車　　　貨物車　　　乗合自動車　　　特殊用途および大型特殊車

36,421 

36,584 

37,586 

4,556 4,957 1,124 

4,615 4,997 1,112 

4,742 4,950 1,116 243,916 32,940 973 7,177 

242,069 33,041 965 7,150 

241,379 33,364 943 7,115 

0.95

令和元年

4,225

110,544

1.65

182,014

30年

245,273 32,801 984 7,066 38,324 4,790 4,935 1,089

853

12,145

2年

2,928

37,724 4,663 4,798 964

令和元年

245,559 32,930 986 7,046

令和元年

0.3

1.00

111,137 

1.62

179,824 

令和元年

96

24

令和元年
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有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

3月のふれあい共済等
口座振替日

3月22日（月）
〈振替対象〉

 ◎ふれあい共済
 ◎特定退職金共済
 ◎その他アクサ生命㈱の 
 　団体扱い保険

ふれあい共済の保障内容（Ｅコース１口）
      見舞金・祝給付金・補助制度の給付内容（Ｅコース１口）

表1

ふれあい共済[入院給付金付災害割増特約・
ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）]

※ご加入にあたってはパンフレット、重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

560万円 一律 15,000円

一律 10,000円

一律 20,000円

一律 30,000円

一律 40,000円

一律 50,000円

一律 4,000円
一律 100,000円
一律 10,000円
一律 10,000円
一律 10,000円

記念品

記念品

5日以上

1日以上
6日以内
7日以上
14日以内
15日以上
24日以内

25日以上
59日以内

60日以上

120万円
（死亡保険金）

560万円

120万円

1日あたり
（日帰り入院から60日限度）
3,740円

不慮の事故による死亡
[死亡保険金（主契約）＋災害保険金]

不慮の事故による通院見舞金
（通院日数５日以上、一人１保険期間２回限度）

病気による入院見舞金

当所主催人間ドック・成人病健診・健康診断補助
要介護認定見舞金（要介護5）
成人祝給付金
結婚祝給付金
出産祝給付金

一律 5,000円小学校入学祝給付金
還暦祝品（60歳6カ月に達し、制度更新をした加入者）
加入年齢の満了祝品（75歳6カ月に達し、制度を満了した加入者）

（入院１日以上、一人１保険期間２回限度）

上記以外の事由により死亡

不慮の事故による高度障害
（高度障害保険金+災害高度障害保険金）

傷害または疾病による高度障害
（高度障害保険金）

不慮の事故による入院
（入院給付金）

お支払い事由 保険金額

死
　亡

4万円ガン入院一時金
（ガンで１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

2万円
6大生活習慣病入院一時金
（６大生活習慣病で１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

10万円
ガン先進医療一時金
（ガンの治療を直接の目的とした先進医療による療養を受けたとき）

入 

院 

・ 

治 

療

高
度
障
害

表2

給付内容 給付金額
特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
定
期
保
険

 （
団
体
型
）引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ふ
れ
あ
い
共
済

　
「
ふ
れ
あ
い
共
済
」は
、宇
都
宮

商
工
会
議
所
会
員
の
み
が
加
入
で

き
る
共
済
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、当
所
独
自
の
給

付
制
度（
見
舞
金
・
祝
給
付
金
・
補

助
制
度
）と
、当
所
が
ア
ク
サ
生
命

保
険
㈱
と
締
結
し
た
入
院
給
付
金

付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
重
点
保

障
型
生
活
習
慣
病
一
時
金
特
約
付

き
定
期
保
険（
団
体
型
）を
組
み
合

わ
せ
た
保
障
プ
ラ
ン
の
名
称
で
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
ご
加
入
い

た
だ
き
た
い
制
度
で
す
。

　

下
記
、ふ
れ
あ
い
共
済
制
度
の
一

部
抜
粋
部
分（
表
１
、表
２
）を
参

照
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
加
入
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

（
表
の
記
載
は
一
部
抜
粋
し
た
も
の

で
す
）

　

ご
契
約
の
際
に
は
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、重
要
事
項
説
明
書（
契
約
概
要
・

注
意
喚
起
情
報
）を
必
ず
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
事
業

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、各
種
祝
給
付

金
や
見
舞
金
な
ど
請
求
漏
れ
が
な

い
か
、新
入
社
員
等
の
加
入
漏
れ
が

な
い
か
な
ど
再
度
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 〈

会
員
事
業
所
限
定
〉「
ふ
れ
あ
い
共
済
」制
度
の
ご
案
内



約6,200

約6,200 3028-616-6605
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書を FAX で送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
3月28日（日）まで
企画展「ちょっとディープな日光の自然ガイド」
　栃木県の宝、日光の自然。日光国立公園に指定され、戦場ヶ原
や小田代原などは国際的に重要な湿地としてラムサール条約湿地に
も登録されています。この展示では、その風景を形作る地形・地質、
そこに息づく動物や植物について、ぜひ知ってほしい基礎知識から、
マニア向けのディープな情報まで広く紹介。（同館チラシより）
一般=260円／大・高校生=130円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「ジョルジュ・ビゴー展」
4月4日(日)まで
　ジャポニスムがヨーロッパを席巻した時代、海を渡って日本へとやっ
てきたジョルジュ・ビゴー（1860〜1927）。宇都宮美術館が所蔵
する油彩、水彩、素描、版画、その他の資料など、およそ300点の
作品を通じて、近代化のさなかの日本の姿を目撃したこの稀有なフラ
ンス人芸術家を紹介する。（当館HPより）
一般＝800円／大・高生＝600円／小中学生＝400円

◎栃木県立美術館	☎028-621-3566
企画展「栃木における南画の潮流」
3月21日（日）まで
　南画とは、元・明の南宗画に影響を受けて江戸時代後期に興った画派・
画様です。本展は、関東南画の立役者である谷文晁を起点に、近世〜
近現代の栃木における南画の潮流を辿る展覧会です。（当館HPより）
一般=900円／大・高校生=600円／中学生以下無料応募先 〒320−0806	宇都宮市中央3 -1- 4　

宇都宮商工会議所	会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

Ａ
～
Ｈ
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉	

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、ス
マ
ホ
や
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
飲
食
物
宅
配
を
す
る
こ
の
方
式
が
増
加
し
て
い
ま
す

1.
2.
3.
4.
5.
7.
9.
12.
14.
18.
19.
20.

1.
4.
6.
7.
8.
10.
11.
13.
15.
16.
17.
19.
21.
22.

ひなまつりのひな壇の最上段に飾られる「○○○様」と「お雛様」
岐阜、愛知を通って伊勢湾に注ぐ川のひとつ「揖斐川」何と読む？
「真空」の意味のある「○○○○○カー」「○○○○○クリーナー」
「むかしむかし」を英語で言うと「○○○・アポン・ア・タイム」
「ベルベット」とも言われるパイルの織物。漢字で「天鵞絨」と書く
栄養価を表示する記号「Kcal」の言い方
1912年の処女航海で氷山に衝突して沈没したイギリスの豪華客船。映画にもなった
神社にお参りするときに両手を合わせて打つもの
寄宿舎を管理・監督する人
宮崎駿監督の初期のアニメ映画「となりの○○○」
回る店も回らぬ店もある生魚を食べさせる○○店
写真や映画の撮影の際、光を反射させるために使われる「○○板」

最近まちづくり計画などよく聞かれる「多様性」を意味する「○○○○シティ」
春の野で採れる山菜。○○○、コゴミ、ゼンマイなど
「昨夜は○○○がうるさくて眠れなかった」などと言われつつ…
ことわざ「沈黙は○○、能弁は銀」
イギリス−フランス間の海底を走る列車の名は？
カレーを作る際に欠かせない調味料
地球上の位置を示す赤道に平行な座標のひとつ
江戸時代の「百姓一揆」などの時に掲げた目印
「○○が軽い」「○○が長い」「○○に火がつく」「○○に敷かれる」
戦いに負けて居直る時のセリフ「○○でも鉄砲でも持って来い！」
ことわざ「○○を追うものは一兎も得ず」
映画「風と共に去りぬ」のヒロイン「○○○○○○・オハラ」
宮沢賢治の童話「月夜の○○○○柱」
帰り道のこと。往路に対する言い方

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え	:	

セ
ル
フ
レ
ジ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ

　

し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
3
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

近
年
は
怪
談
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
お

り
、
小
説
だ
け
で
な
く
実
話
も
の
も
た

く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
も

そ
う
し
た
怪
奇
実
話
本
の
一
冊
で
、
大

正
か
ら
昭
和
前
半
に
発
表
さ
れ
た
作
品

の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
す
。
目
次
を
開
く

と
芥
川
龍
之
介
、
佐
藤
春
夫
、
小
泉

八
雲
、
岡
本
綺
堂
、
泉
鏡
花
な
ど
そ
う

そ
う
た
る
名
前
が
並
ん
で
い
る
充
実
ぶ

り
で
す
。
短
い
作
品
が
ほ
と
ん
ど
で
す

か
ら
、
空
い
た
時
間
に
気
楽
に
読
み
進

む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

収
録
作
品
は
小
説
の
ス
タ
イ

ル
を
と
っ
て
い
る
も
の
と
、

エ
ッ
セ
イ
ふ
う
の
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
後
者
に
は
当
時

の
風
俗
や
文
人
同
士
の
交
流

に
も
触
れ
た
作
品
が
多
々
あ

り
ま
す
。
本
題
の
怪
奇
風
味

だ
け
で
な
く
、
そ
う
い
っ
た

余
談
の
部
分
も
読
書
好
き
に

は
う
れ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

『
日
本
怪
奇
実
話
集  

亡
者
会
』

東
雅
夫［
編
］

創
元
推
理
文
庫

１
１
０
０
円
＋
税

大
き
く
寛
ぐ
と
書
い
て
寛
大
。

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

寛
大
な
心
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。  

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　1975 年熊本生まれ。書道家。東京理科大
学理工学部卒業後　NTT 入社。書道家とし
て独立後は NHK 大河ドラマ「天地人」や世
界遺産「平泉」などの題字を手掛け、講演
活動やメディア出演も多数。数年前より身
体に優しいオーガニック食材や発酵食品を
使った店舗のプロデュースを手掛け、湘南
に「CHIKYU FARM　TO　TABLE」、 浅 草
に姉妹店「MISOJYU」をオープン。2019
年元号改元に際し、「令和」の記念切手に書
を提供。ベストセラーの『ポジティブの教
科書』や、『波に乗る力』（日本文芸社）な
ど著書も多数出版。書作品のみならず、現
代アートを主とした個展を国内外にて開催。

公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
公式サイト：http://www.souun.net

武田  双雲 ／ たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「寛大」

　

飲
食
店
の
方
向
け
に
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
や
お
弁
当
、
ラ
ン
チ
営
業
等
の

チ
ラ
シ
を
無
料
で
展
示
で
き
る
ラ
ッ

ク
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

当
所
や
栃
木
県
産
業
会
館
へ
の

来
訪
者
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、

飲
食
店
で
の
消
費
に
繋
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

飲
食
店
の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
！

飲
食
店
を
み
ん
な
で
応
援
！

チ
ラ
シ
展
示
コ
ー
ナ
ー

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合がありますので、お出かけの際は事前にお確かめください。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営
に
関

す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、
セ

ミ
ナ
ー
・
講
座
・
講
習
会
や
各
種

検
定
試
験
情
報
、
各
種
会
員
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
商
工
会
議
所
事
業
の

ご
案
内
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

は
、
ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

メルマガ
申込フォーム

展示順

残　部

申込方法

設置場所

展示数

展示部数

規　格

期　間

料　金

条　件

その際に、窓口で申込書をご記入いただきます。
申込書に押印等はありません。

チラシを30部～50部ほど当所窓口にご持参ください。

返却しません

会員企業を優先

宇都宮商工会議所入口前

最大75社

30部～50部程度

※A3サイズ等は二つ折りにして納品してください。
原則A4サイズ（ラックのサイズがＡ４規格）

１カ月程度

無料

・テイクアウトやお弁当、ランチ営業を紹介する
　案内チラシであること

・宇都宮市内に所在する飲食店であること

当所入口前に設置した専用ラック



　

平
安
時
代
後
期
に
さ
か
の
ぼ
る
宇
都

宮
氏
の
成
立
以
来
、
一
族
に
よ
る
在
京

活
動
は
、
京
都
や
そ
の
周
辺
を
中
心
に

宗
教
や
文
化
面
で
優
れ
た
功
績
を
残
し

た
。
た
と
え
ば
、
宇
都
宮
氏
三
代
当
主

の
朝と

も
つ
な綱
は
、
源
平
合
戦
で
焼
失
し
た
東

大
寺
大
仏
殿（
奈
良
県
奈
良
市
）の
復
興

に
携
わ
り
、
本
尊
盧る

し
ゃ
な
ぶ
つ
ざ
ぞ
う

舎
那
仏
坐
像
の
左

脇き
ょ
う
じ
か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ
ぞ
う

侍
観
音
菩
薩
像
を
造
立
し
て
い
る
。

今
回
は
、「
百
人
一
首
の
ま
ち
宇
都
宮
」

の
源
流
で
あ
る
、
五
代
当
主
頼よ

り
つ
な綱
と
歌

人
藤
原
定さ

だ
い
え家
の
交
流
を
契
機
と
す
る
宇

都
宮
歌
壇
の
成
立
に
つい
て
紹
介
し
た
い
。

　

鎌
倉
時
代
に
京
都
・
鎌
倉
と
並
ぶ
日

本
三
大
歌
壇
の
一つ
に
数
え
ら
れ
た
宇
都

宮
歌
壇
は
、
そ
の
象
徴
と
し
て
百
人
一 

首

の
成
立
に
頼
綱（
法
名
蓮れ

ん
し
ょ
う生
）が
深
く
関

与
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
若

く
し
て
出
家
し
た
頼
綱
は
、
京
都
で
隠

棲
生
活
を
送
り
、
定
家
の
小お

ぐ
ら
さ
ん
そ
う

倉
山
荘

（
時し

ぐ
れ
て
い

雨
亭
）の
隣
接
地
に
中ち

ゅ
う
い
ん院
山
荘
を
構

え
た
。
頼
綱
と
定
家
は
姻
戚
関
係
を
結

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
二
人
に
は
和
歌

を
通
じ
た
密
な
交
流
が
生
ま
れ
た
。
百

人
一
首
は
、
定
家
が
頼
綱
の
依
頼
に
よ
り

中
院
山
荘
の
障
子
色
紙
に
和
歌
を
選
ん
で

書
い
て
送
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
成
立
の
き
っ

か
け
な
の
で
あ
る
。

　

定
家
は
、
頼
綱
の
子
の
六
代
当
主
泰や

す
つ
な綱

に
も
目
を
か
け
、
約
一
千
首
を
載
せ
る
古

今
和
歌
集
を
書
写
し
て
贈
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
頼
綱
と
と
も
に
宇
都
宮
歌
壇
の
中

心
と
な
っ
た
の
が
、
弟
の
塩し

お
の
や
と
も
な
り

谷
朝
業（
法
名

信し
ん
し
ょ
う生
）や
甥
の
笠
間
時と

き
と
も朝
ら
宇
都
宮
氏
一

族
で
あ
っ
た
。
彼
ら
も
ま
た
上
京
し
て
多

く
の
文
化
人
と
交
流
し
、
そ
れ
ぞ
れ
歌
集

「
信し

ん
し
ょ
う
ほ
っ
し
し
ゅ
う

生
法
師
集
」、「
勅ち

ょ
く
せ
ん
な
ら
び
に
う
ち
ぎ
き
に
い
る

撰
并
打
聞
入

長な
が
と
の
ぜ
ん
じ
と
き
と
も
の
う
た

門
前
司
時
朝
歌
」を
残
し
て
い
る
。

　

頼
綱
は
鎌
倉
幕
府
初
代
執
権
の
北
条

時と
き
ま
さ政
の
娘
を
妻
と
し
て
い
た
が
、
子
の
泰

綱
以
降
、
宇
都
宮
氏
と
北
条
氏
と
の
結
び

つ
き
が
いっ
そ
う
強
ま
っ
た
。
泰
綱
の
娘
が

四
代
執
権
の
北
条
経つ

ね
と
き時
に
嫁
い
だ
ほ
か
、

七
代
当
主
の
景か

げ
つ
な綱
の
弟
経つ

ね
つ
な綱
は
、
定
家
と

親
交
の
あ
っ
た
歌
人
北
条
重し

げ
と
き時
の
娘
を
妻

に
迎
え
、
さ
ら
に
八
代
当
主
の
貞さ

だ
つ
な綱
は
、

重
時
の
子
で
同
じ
く
歌
人
の
長な

が
と
き時
の
娘
を

妻
に
迎
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宇
都

宮
氏
の
政
治
的
な
志
向
性
が
京
都
か
ら

鎌
倉
に
移
っ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
し
、
重

時
一
族
と
の
和
歌
を
通
じ
た
交
流
も
こ
の

よ
う
な
流
れ
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
宇
都
宮
氏
に
よ
る
文
芸
活

動
は
、
泰
綱
、
景
綱
、
貞
綱
ら
に
も
継

承
さ
れ
、
婚
家
の
選
定
に
ま
で
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
た
。
宇
都
宮
歌
壇
は
、
こ
う
し

た
京
都
・
鎌
倉
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
文
化

的
交
流
を
咀そ

し
ゃ
く嚼
し
た
上
で
形
成
さ
れ
た
の

で
あ
る
。宇
都
宮
氏
一
族
を
中
心
に
京
都・

鎌
倉
の
歌
人
の
和
歌
も
収
録
す
る「
新
式

和
歌
集
」（
原
型
の
成
立
は
鎌
倉
時
代
。

江
戸
時
代
の
写
本
が
宇
都
宮
二
荒
山
神

社
に
伝
存
す
る
）は
、
こ
う
し
た
宇
都
宮

氏
に
よ
る
活
発
な
文
芸
活
動
の
集
大
成
と

い
え
る
。

　

宇
都
宮
氏
菩
提
寺
の
一つ
三さ

ん
こ鈷
寺（
京

都
府
京
都
市
）に
は「
宇
都
宮
系
図
」（
室

町
時
代
の
写
本
）が
伝
存
し
、
頼
綱
に「
歌

人
」と
傍
注
を
記
し
て
い
る
。
同
じ
く

室
町
時
代
に
成
立
し
た
御
伽
草
子
の一つ

「
猿さ

る
げ
ん
じ
そ
う
し

源
氏
草
紙
」に
は「
こ
と
に
宇
都
宮

は
歌
の
道
す
き
な
る
よ
し
」と
表
現
さ
れ

て
い
る
。
頼
綱
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
宇

都
宮
歌
壇
は
、
後
世
に
お
い
て
も
宇
都
宮

氏
一
族
に
と
っ
て
誇
り
で
あ
り
、
全
国
に

も
広
く
知
ら
れ
た
一
大
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

うつのみや

歴史民俗
紀行
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第12回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20213月〜			 4月 弥生─卯月

※新型コロナウイルス感染症の影響により、各イベントが中止となっている関係から「しもつけ歳時記」を休載とします。

　「全国おもてなしギフトショップ」は、贈り物（ギフト）に
特化したインターネットショッピングサイトです。掲載され
た商品は、全国の商工会議所会員が作る特産品・名産品
ばかり。それらをすべて、産地直送でお届けします！

https://omotenashi-gift.jp

全国の特産品・名産品を産地直送でお届けする、地域ブランドギフト専門店

地域ブランドギフト専門店 「全国おもてなしギフト」

※2021年1月の掲載イメージ

おもてなしギフト

厳選した地域ブランド
商品をお届け！
掲載されている商品はすべて
生産者から直接お届け！ 自慢
の逸品をそろえています。

全商品、
こだわりのラッピング
すべての商品で、贈る人のまごこ
ろを伝える「こだわりのラッピン
グ」。ラッピング代込みの価格です。

全国どこへでも送料無料！
すべての商品が送料無料！　
贈り物だけでなく、ご自分用の
ご注文も、ぜひどうぞ。

全国おもてなしギフト産直
逸品

ポイント1 ポイント2 ポイント3

藤原定家の山荘「時雨亭」跡地（京都府京都市・二尊院境内）

宇都宮頼綱（蓮生）の山荘「中院山荘」跡地（京都府京都市）

中世宇都宮氏と宇都宮歌壇の成立
栃木県立博物館   山本  享史

栃木県立博物館 学芸員  山本  享史



会社名 ： ㈲旭自動車
代表者 ： 古澤  孝夫（70歳）
資本金 ： ８百万円
従業員数 ： ２人

会社名 ： 栄新工業㈱
代表者 ： 阿部  康（36歳）
資本金 ： １０百万円
従業員数 ： ４４人

マッチング

譲渡企業
概要

譲受企業
概要
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渋
沢
栄
一
は
、約
５
０
０
の
会
社
、

６
０
０
の
社
会
事
業
に
か
か
わ
り

ま
し
た
。
常
人
に
は
不
可
能
と
し

か
思
え
な
い
よ
う
な
業
績
で
す
が
、

も
ち
ろ
ん
一
人
で
成
し
遂
げ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

彼
に
は
人
を
見
抜
く
力
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
適
材
を
適
所
に

配
置
す
る
こ
と
で
、
大
勢
の
人
々

を
巻
き
込
み
つ
つ
、
事
業
を
成
し

遂
げ
て
いっ
た
の
で
す
。

 

で
は
、
な
ぜ
彼
に
は
「
人
を
見
抜

く
力
」
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
一
つ
に
は
若
い
頃
か
ら
社
会
に
揉

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

中
国
の
「
三
国
志
」
の
時
代
、

切
れ
者
の
象
徴
だ
っ
た
の
が
諸
葛

孔
明
で
し
た
が
、
一
つ
大
き
な
弱

点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
を

見
る
目
が
な
か
っ
た
こ
と
。
だ
か
ら

こ
そ
子
飼
い
の
部
下
だ
っ
た
馬ば

し
ょ
く謖

の

力
を
見
誤
っ
て
抜
擢
、
作
戦
を
大
失

敗
さ
せ
て
「
泣
い
て
馬
謖
を
斬
る
」

と
い
う
故
事
を
残
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
孔
明
ほ
ど
の
人
物
が

人
を
見
る
目
が
な
か
っ
た
の
か
。
そ

れ
は
若
い
と
き
に
田
舎
で
晴
耕
雨
読

の
生
活
を
し
て
い
て
、
社
会
に
揉
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

逆
に
栄
一
の
場
合
、
若
い
と
き
か

ら
掛
け
売
り
商
売
に
い
そ
し
み
、
志

士
た
ち
と
交
流
し
、幕
臣
に
な
り
と
、

社
会
で
揉
ま
れ
続
け
ま
し
た
。
そ
こ

で
人
を
見
る
目
を
養
っ
て
いっ
た
の
で

す
。

　

さ
ら
に
栄
一
は
、『
論
語
』
の
次

の
人
物
鑑
定
法
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
。

　

人
を
見
る
の
に
、
現
在
の
行
動
を

観
察
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
動

機
は
何
か
、
ま
た
ど
ん
な
結
果
に
満

足
す
る
の
か
ま
で
突
っ
込
ん
で
観
察

す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
ど
ん
な
相

手
で
も
本
性
を
隠
し
き
れ
な
く
な

る
（
子
曰
く
「
そ
の
以な

す
所
を
視
、

そ
の
由
る
所
を
観
、
そ
の
安
ん
ず
る

所
を
察
す
れ
ば
、
人
焉い

ず
くん

ぞ
廋か

く

さ
ん

や
）『
論
語
』
為
政
篇

　

こ
の
一
節
を
栄
一
は
、
次
の
よ
う

に
解
説
し
ま
す
。

　
「
そ
も
そ
も
人
物
を
観
察
す
る
の

に
、
第
一
に
そ
の
人
の
外
面
に
あ
ら

わ
れ
た
行
為
の
善
悪
や
正
邪
を
視

る
。
第
二
に
そ
の
人
の
こ
の
行
為

は
何
を
動
機
に
し
て
い
る
も
の
な
の

か
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
る
。
第

三
に
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
そ
の
人

は
何
に
安
心
す
る
の
か
、
何
に
満

足
し
て
暮
ら
し
て
い
る
か
を
察
知

す
れ
ば
、
必
ず
そ
の
人
の
本
当
の

性
質
が
明
瞭
に
な
って
く
る
」（『
論

語
講
義
』
引
用
者
訳
）

　

簡
単
に
言
え
ば
、「
実
際
の
行

動
は
ど
う
か
」「
そ
の
動
機
は
何

か
」「
何
に
満
足
し
て
生
き
て
い
る

の
か
」
を
見
れ
ば
、
相
手
の
真
実

は
見
え
て
く
る
と
い
う
の
で
す
。

　

い
う
な
れ
ば
「
人
間
通
」
だ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
栄
一
は
あ
れ
ほ
ど
の

偉
人
た
り
得
た
面
が
あ
る
の
で
す
。

第12回

栃木県事業引継ぎ支援センターは相談無料で秘密厳守、ご相談は予約制です。まずは、当センターまでご連絡ください。

　

Ｍ
＆
Ａ
は
大
企
業
の
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
た

よ
う
に
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
事
業
承
継
の
手
段
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
業

を
選
択
し
た
場
合
、
建
物
の
取
り
壊
し
や
機
械
の
移
転
等
に
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
後
継
者
不
在
で
悩
ん
で
い
る
経
営
者
の
皆
さ
ん
、
第
３
者
へ
の
譲
渡
を
検
討
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
天
地
人
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
事
例
紹
介

知っておきたい事業承継のイロハ

問合せ／ 栃木県事業引継ぎ支援センター    宇都宮市中央3-1-4栃木県産業会館７階    ☎028-612-4338

第6回

栃木県事業引継ぎ支援センター
統括責任者

山
やまざき

崎 浩
ひろゆき

之

　

今
回
は
、
最
終
回
と
い
う
こ
と

で
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
事
例
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

 

譲
渡
企
業    

㈲
旭
自
動
車

　

当
社
は
自
動
車
整
備
業
お
よ
び

新
車
・
中
古
車
販
売
業
を
主
な
事

業
と
し
て
昭
和
53
年
に
創
業
し
、

小
さ
い
な
が
ら
近
隣
の
個
人
や
事

業
者
を
顧
客
に
堅
実
な
経
営
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
後
継
者
が
不
在

で
、
社
長
も
高
齢
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
従
業
員
の
雇
用
を
継
続
し

顧
客
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
企
業
を
求
め
て
譲

渡
の
相
談
と
な
り
ま
し
た
。

 

譲
受
企
業    

栄
新
工
業
㈱

　

当
社
は
、
上
場
企
業
の
下
請
け
と
し
て
「
特

装
車
（
働
く
車
）」
の
組
み
立
て
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
主
力
に
事
業
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
１
０
０
％
下
請
け
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
将

来
を
見
据
え
、
自
社
の
強
み
を
生
か
し
た
第
２

の
柱
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
、
譲
受
の
相
談

と
な
り
ま
し
た
。

  『
マッ
チ
ン
グ⇒

譲
渡
契
約
』ま
で
の
フ
ロ
ー

❶ 

ノ
ン
ネ
ー
ム
情
報
に
よ
る
打
診

　

両
社
に
ノ
ン
ネ
ー
ム
情
報
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
、

双
方
と
も
関
心
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
秘
密
保

持
表
明
書
を
差
し
入
れ
て
い
た
だ
き
、
社
名
を

オ
ー
プ
ン
に
し
て
会
社
概
要
を
伝
え
ま
し
た
。

❷ 

マッ
チ
ン
グ
開
始

　

双
方
と
も
互
い
の
会
社
に
興
味
を
示
し
た
こ
と

か
ら
ト
ッ
プ
面
談
を
実
施
。
１
回
目
の
面
談
か
ら

意
気
投
合
し
、
事
業
に
対
す
る
思
い
を
共
有
し

ま
し
た
。

❸ 

交
渉

　

栄
新
工
業
㈱
の
阿
部
社

長
は
、
乗
用
車
部
門
へ
の
進

出
を
希
望
し
て
お
り
、
新

車
・
中
古
車
販
売
に
長
年

の
実
績
が
あ
る
㈲
旭
自
動

車
の
譲
り
受
け
は
シ
ナ
ジ
ー

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
具
体

的
な
交
渉
に
入
り
ま
し
た
。

数
回
の
ト
ッ
プ
面
談
の
結

果
、
従
業
員
の
継
続
雇
用
、

退
職
金
の
支
払
い
、
譲
渡

価
格
等
で
合
意
し
、
最
後

は
旭
自
動
車
が
営
業
す
る
土
地
が
古
澤
社
長
個

人
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
賃
貸
と
す
る
か

売
買
と
す
る
か
の
交
渉
と
な
り
ま
し
た
。

❹ 

デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェン
ス
（
Ｄ
Ｄ
）

　

交
渉
が
概
ね
合
意
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
栄

新
工
業
は
顧
問
税
理
士
に
依
頼
し
て
、
旭
自
動

車
の
財
務
Ｄ
Ｄ
を
行
い
、
交
渉
段
階
と
齟
齬
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

❺ 

最
終
契
約

　

㈲
旭
自
動
車
の
全
株
式
（
古
澤
氏
保
有
）
を

栄
新
工
業
㈱
が
取
得
す
る
こ
と
で
合
意
し
株
式

譲
渡
契
約
を
取
り
交
わ
し
、
不
動
産
も
栄
新
工

業
㈱
が
古
澤
社
長
よ
り
取
得
す
る
こ
と
で
合
意

し
不
動
産
売
買
契
約
を
取
り
交
わ
し
、
事
業
は

円
滑
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　　

当
セ
ン
タ
ー
は
４
月
か
ら
《
栃
木
県
事
業
承

継・引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
》
と
名
称
を
変
更
し
、

あ
ら
ゆ
る
事
業
承
継
に
つ
い
て
ご
相
談
い
た
だ
け

る
窓
口
と
し
て
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
お
気
が
る
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

バックナンバーはこちら

《
譲
渡
側
の
メ
リ
ッ
ト
》

◎
お
客
さ
ま
に
廃
業
の
連
絡
を
す
る
こ
と
な

く
取
引
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
２

名
の
従
業
員
は
雇
用
が
継
続
。
社
名
も
旭

自
動
車
を
継
続
し
て
使
用
。

◎
古
澤
社
長
は
、
顧
問
と
し
て
当
社
に
勤
務
、

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
築
い
て
き
た
事
業
価

値
を
譲
渡
額
と
し
て
受
け
取
り
、
ハ
ッ
ピ
ー

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
。

《
譲
受
側
の
メ
リ
ッ
ト
》

◎
第
２
の
柱
と
な
る
乗
用
車
部
門
の
、
営
業
拠

点
、
従
業
員
、
顧
客
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
約
６
カ

月
と
い
う
短
期
間
に
取
得
。

◎
栄
新
工
業
の
従
業
員
を
出
向
さ
せ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
等
シ
ナ
ジ
ー
の
最
大
化
に
取
組
中
。

調印後の記念撮影左から古澤氏、阿部氏

作家・
グロービス経営大学院
客員教授

守屋　淳／もりや・あつし

　１９６５年生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。現在は作家として『孫子』『論語』『韓非
子』『老子』『荘子』などの中国古典や、渋沢栄一などの近代の実業家についての著作を刊
行するかたわら、グロービス経営大学院アルムナイスクールにおいて教鞭をとる。著訳書に34
万部の『現代語訳　論語と算盤』や『現代語訳　渋沢栄一自伝』、シリーズで20万部の
『最高の戦略教科書　孫子』『マンガ　最高の戦略教科書　孫子』『組織サバイバルの
教科書　韓非子』などがある。２０１８年４～９月トロント大学倫理研究センター客員研究員。

渋
沢
栄
一
と

そ
の
思
想
に
学
ぶ

S
hibusaw

a E
iichi 　

Learn from
 that thought

「
渋
沢
栄
一
の
人
を
見
抜
く
力
」



　　 UTSUNOMIYA

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

3月
March

　　 MITOMAEBASHI
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　徐々に温かさを感じる陽気となってきました。最
近では、車のフロントガラスが毎朝花粉で汚れてお
り、これからはティッシュペーパーが離せなくなる
時期になりますね。
　マスクを着けている人が多かったのは花粉症のシー
ズンでした。それがいつの間にか、コロナ禍でマスク
着用が当たり前になっています。どれだけ高度化な文明を築いても、
ひとつの要因で世界は大きく変わってしまうものなのでしょう。
　新型コロナのワクチン接種が始まっていますが、しばらくは花粉
症を理由にステイホームが続きそうです。
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◎
餃
子

「
周
遊
券
」を
、
き
ら
っ
せ
本
店
・
パ
セ
オ

店
、
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
で（
協
）宇
都
宮
餃

子
会
加
盟
店
で
使
え
る
餃
子
券
に
交
換

で
き
ま
す
。

◎
ジ
ャ
ズ　
　

11
店
舗

◎
カ
ク
テ
ル　

22
店
舗

◎
観
光
施
設

宇
都
宮
動
物
園
、
大
谷
資
料
館
、
ろ
ま

ん
ち
っ
く
村
、
若
山
農
場

◎
土
産
品　

4
店
舗　
　

◎
登
録
宿
泊
施
設
関
連
飲
食
施
設 

４
施
設

【
宿
泊
割
引
券（
２
種
類
）】

（
未
来
宿
泊
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ
ン
）

◎
宿
泊
施
設　

20
施
設

　

ぐ
る
と
ち
実
行
委
員
会

は
、
栃
木
県
を
舞
台
に
し
た

新
し
い
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト

「
ぐ
る
と
ち
2
0
2
1
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
内
プ

ロ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

チ
ー
ム
の「
宇
都
宮
ブ
リ
ッ

ツ
ェ
ン
」と「
那
須
ブ
ラ
―
ゼ

ン
」が
監
修
。
走
る
の
が
大

好
き
な
超
上
級
者
か
ら
初
心

者
ま
で
幅
広
く
楽
し
め
る
よ

う
全
６
コ
ー
ス
で
参
加
者
募

集
中
で
す
。

　

コ
ー
ス
上
の
各
所
に
は
地

元
の
特
産
品
を
味
わ
え
る
エ

イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け

て
お
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で

県
内
を
巡
り
な
が
ら
、
と
ち

ぎ
の
食
・
景
色
・
空
気
、
全

て
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】　

５
月
22
日（
土
）、
23
日（
日
）

【
会
場
】　

那
須
野
が
原
公
園

【
参
加
者
募
集
】　

４
月
18
日（
日
）ま
で

※
各
コ
ー
ス
の
定
員
に
達
し
次

第
終
了

栃木県を巡る新サイクルイベント「ぐるとち2021」
参加申込受付中！！

問合せ／ぐるとち実行委員会事務局 　 TEL 070-4020-9498（平日の10:00～17:00）　　E-mail info@gurutochi- cycling.com　URL https://gurutochi-cycling.com/

宇都宮市
ホームページ

国税庁
ホームページ

プレミアム
観光クーポン

※新型コロナウイルス感染症の拡大により内容が変更する場合があります。最新の開催状況等は、主催者にお問い合わせください

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
告
・
納
税
の
期
限
は
、
所
得
税
・

贈
与
税
お
よ
び
消
費
税
が
４
月
15
日

（
木
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
と
消
費
税
の
納
税
に

は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
の
口
座
振
替
日
は
、
５
月
31
日

（
月
）、
消
費
税
は
５
月
24
日（
月
）で
す
。

金
融
機
関
な
ど
で
簡
単
に
手
続
が
で
き

る
上
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
納
税
資
金
を
準

備
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
を

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
寄
附
金
を
広
く
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

宇
都
宮
の
未
来
を
担
う
若
者
を
応
援
し

て
く
だ
さ
い
！

　

経
済
的
理
由
の
た
め
に
修
学
を
断
念
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
子
ど
も
た
ち
を
支
援

し
、
未
来
の
宇
都
宮
市
を
担
う
優
秀
な
人

材
を
育
成
す
る
た
め
に
貸
し
付
け
る
奨
学

金「
返
還
免
除
型
育
英
修
学
資
金
貸
付
制

度
」に
お
い
て
、
そ
の
返
還
の
免
除
に
必

要
な
財
源
に
充
て
る
た
め
、
寄
附
金
を
原

資
と
し
た「
宇
都
宮
市
育
英
基
金
」を
設
置

し
て
い
ま
す
。
企
業
の
皆
さ
ま
に
趣
旨
へ

　

宇
都
宮
観
光
推
進
委
員
会
で
は
、
３

月
１
日（
月
）か
ら「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ

ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
」の
販
売
を
再
開
し
て

い
ま
す
。

　

本
ク
ー
ポ
ン
は
50
％
の
プ
レ
ミ
ア
が
つ

い
た
３
つ
の
ク
ー
ポ
ン
を
販
売
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ「
L
I
N
E
」で
簡
単
に

利
用
登
録
・
決
済
で
き
、
餃
子
・
ジ
ャ
ズ
・

カ
ク
テ
ル
の
お
店
や
観
光
施
設
を
巡
っ
た

り
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
宇
都
宮
を
堪
能

で
き
る
ほ
か「
土
産
品
」も
買
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
感
染
予
防
を
し

な
が
ら
宇
都
宮
の
観
光
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
公
式
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
利
用
で
き
る
お
店
・
施
設
》

【
周
遊
ク
ー
ポ
ン（
１
種
類
）】

（
L
I
N
E
電
子
ク
ー
ポ
ン
）

使
っ
て
簡
単
な
操
作
で
口
座
振
替
の
手

続
き
が
可
能（
一
部
利
用
で
き
な
い
金
融

機
関
が
あ
り
ま
す
。）と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
・
納
付
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

宇
都
宮
市
育
英
基
金
へ
の
寄
附
の
お
願
い

50
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
！

お
得
に
泊
ま
っ
て
、観
光
で
き
る

「
プ
レ
ミ
ア
ム
観
光
ク
ー
ポ
ン
宇
都
宮
」

使
え
る
お
店
を
追
加
し
て
販
売
再
開
！

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

☎
0
2
8-

6
2
1-
2
1
5
1

（
自
動
音
声
案
内
）

　

前
橋
市
出
身
の
児
童
文
学

作
家
・
木
暮
正
夫
氏
は
、
児

童
文
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社

会
的
な
作
品
か
ら
軽
妙
な
作

品
、
郷
土
群
馬
の
民
話
や
笑

い
話
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
手

掛
け
ま
し
た
。
創
作
活
動

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
高
校

時
代
の
作
品
の
ほ
か
、
日
本

の
わ
ら
い
話
・
お
ば
け
話
シ

リ
ー
ズ
、
前
橋
空
襲
を
題
材

に
し
た『
時
計
は
生
き
て
い

た
』、
ア
ニ
メ
映
画『
河
童
の

ク
ゥ
と
夏
休
み
』な
ど
、
創

造
性
豊
か
な
作
品
世
界
を
紹

介
し
ま
す
。

　

前
橋
シ
ネ
マ
ハ
ウ
ス

で
は
上
記
2
作
品
の
映

画
を
上
映
。
3
月
27
日

（
土
）に
は
新
版『
河
童

の
ク
ゥ
と
夏
休
み
』の

挿
絵
を
担
当
し
た
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
あ

り
正
夫
氏
の
次
男
で
も

あ
る
こ
ぐ
れ
け
ん
じ
ろ

う
さ
ん
を
お
招
き
し
、

シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
も
行

い
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
、
前

橋
文
学
館
H
P
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

ひらめきときめきどきどききらり　
児童文学作家・木暮正夫展

〈企画展・映画上映〉

期間／ 6月6日(日)まで
時間／ 9時～17時（入館は30分前まで）、水曜休館（5月5日は開館し、翌日休館）
会場／ 萩原朔太郎記念・水と緑と詩のまち前橋文学館
 群馬県前橋市千代田町3-12-10 3階 オープンギャラリー  
 前橋シネマハウス
 群馬県前橋市千代田町5-1-16 アーツ前橋上（３F）
観覧料　無料
※新型コロナウイルス感染防止対策のため、事前予約をお願いします。

ひらめきときめきどきどききらり　児童文学作家・木暮正夫展

栃木県を巡る新サイクルイベント「ぐるとち2021」

ぐるとち
ホームページ

問合せ

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
事
務
局　

教
育
企
画
課

☎
０
２
８
-6
3
2
-2
7
0
4

問合せ

プ
レ
ミ
ア
ム
観
光
ク
ー
ポ
ン

宇
都
宮
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
日
本
旅
行 

宇
都
宮
支
店
内
）

☎
０
２
８
-3
4
6
-4
1
7
1

（
月
を
除
く
平
日
10
時
〜
17
時
）

場所／水戸市常磐町1-3-1　 問合せ／常磐神社　☎029-221-0748

　

常
磐
神
社
の
境
内
に
、
昭

和
18（
1
9
4
3
）年
に
創
建

さ
れ
ま
し
た
。
水
戸
藩
第
9

代
藩
主
徳
川
斉
昭
公
側
近
の

学
者
、
藤
田
東
湖
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。 

藤
田
東
湖
は

斉
昭
公
を
助
け
、
藩
政
の
改

革
・
藩
校「
弘
道
館
」の
建
設
・

大
日
本
史
編
纂
な
ど
に
多
大

な
功
績
を
あ
げ
た
こ
と
か
ら

「
学
業
成
就
」、「
合
格
祈
願
」、

「
仕
事
運
向
上
」の
神
様
と

し
て
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

東湖神社

東湖神社

募集定員対象・参加費難易度コース名・距離

アラウンド
栃木宿泊コース
355㎞

※参加対象　一般・・・高校生以上

一般 16,000円
（宿泊費別）

150人

500人

200人

150人

100人

100人

一般 8,000円
中学生 6,000円

一般 7,000円
中学生 5,000円

一般 7,000円
中学生 5,000円

一般 6,000円
中学生 4,000円
小学生 4,000円

一般 3,000円
中学生 2,000円
小学生 2,000円

超上級

上級

中～上級

中級

初級

ファミリー
向け

1

エキサイト
山岳コース
140㎞

2

チャレンジ
日本遺産コース
78㎞

3

ファンライド
大雄寺コース
53㎞

4

エンジョイ
那須野が原
レザークラフトコース
36㎞

5

ファミリー
千本松牧場コース
14㎞

6

周遊クーポン

販売日～
3/28（日）

2020年
11/20（金）
～2021年
3/22（月）

1,000口

２口まで

2,000円
（3,000円）

6,000円
（9,000円）

10,000円
（15,000円）

２口まで ２口まで

300口 300口

2020年
11/30（月）
～2021年
3/22（月）

2020年
11/30（月）
～2021年
3/22（月）

販売日～
3/28（日）

販売日～
3/28（日）

宿泊割引付き
周遊クーポン

※クーポンに関する詳細は、宇都宮観光推進委員会公式ホームページでご確認ください

●「プレミアム観光クーポン宇都宮」の種類

購
入
額（
券
面
額
）

１
人
当
た
り

購
入
口
数

発
行
予
定
枚
数

販
売
期
間

利
用
期
間

もっとお得
宿泊割引付き
周遊クーポン



（
税
込
）

3

10

3


